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緒
言

鎌
倉
時
代
成
立
の
『
選
択
要
決
』
一
巻
（
以
下
、『
要
決
』
と
略
す
）
は
、
江
戸
中
期
以
来
の

版
本
と
そ
れ
を
底
本
と
し
た
明
治
時
代
の
浄
土
宗
全
書
本
に
よ
っ
て
流
布
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
が
改
竄
さ
れ
た
悪
本
で
あ
る
こ
と
は
学
界
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
研
究
で

は
、
古
態
を
留
め
た
『
要
決
』
写
本
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
『
要
決
』
写
本
は
神
興
本
と
養
楽
寺
本
、
そ
し
て
聖
徳

寺
本
の
三
つ
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
興
本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
ら
し
く１
、
養
楽

寺
本
は
所
在
不
明
で
あ
り２
、
聖
徳
寺
本
は
同
寺
に
現
存
し
て
い
る
ら
し
い
も
の
の
容
易
に
閲

覧
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
稿
者
の
よ
う
な
一
般
の
研
究
者
が
閲
覧
で
き
る
『
要
決
』
写
本

は
全
く
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
幸
い
に
神
興
本
と
養
楽
寺
本
は
翻
刻
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
な
誤
脱
衍

倒
も
散
見
さ
れ
、
何
れ
も
定
本
と
し
得
な
い
。『
要
決
』
諸
写
本
を
校
勘
し
た
校
本
は
未
だ

嘗
て
公
表
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

稿
者
は
一
昨
年
の
夏
、
前
稿
「『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
」（
本
誌
前
号
、
2
0
2
1
。
以
下
、

「
前
稿
」
と
称
す
）
の
執
筆
過
程
で
、
仏
教
大
学
付
属
図
書
館
浄
教
寺
文
庫
に
学
界
未
知
の
『
要

決
』
写
本
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
複
写
物
を
請
求
入
手
し
た
と
こ
ろ
、
同
本
が
改
竄

さ
れ
た
版
本
の
転
写
本
な
ど
で
な
く
、
し
か
も
誤
脱
の
少
な
い
善
本
だ
と
確
信
す
る
に
至
っ

た
。
同
本
の
校
註
を
作
成
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
所
以
で
あ
る
。

（
1
）
神
興
本
は
南
条
文
雄
の
蔵
本
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
南
条
文
雄
先
生
年
譜
」（『
大
谷
学
報
』
九
‐

一
、
1
9
2
8
）
の
大
正
十
二
年
（
1
9
2
3
）
条
に
、「
九
月
一
日
関
東
大
地
震
、
家
屋
書
庫
不p

余w

一
物q

帰w

于
烏
有q

」
と
あ
る
。

（
2
）
養
楽
寺
本
は
、
昭
和
四
十
二
年
刊
行
の
『
国
書
総
目
録
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
）
に
同
寺
蔵
と
し

て
著
録
さ
れ
た
。
河
住
玄
『
古
本
選
択
要
決
／
一
枚
起
請
文
異
文
攷
』（
欣
求
庵
、
1
9

7
7
）
に
よ
れ
ば
、
同
目
録
に
よ
っ
て
養
楽
寺
に
写
本
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
河
住
が
同
寺
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
本
は
す
で
に
同
朋
大
学
図
書
館
に
寄
贈
し
た
と
の
回
答
が
あ
り
、
同
寺
住
職

の
紹
介
に
よ
り
複
写
物
を
入
手
し
た
と
い
う
。そ
こ
で
稿
者
が
同
朋
大
学
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

図
書
館
と
仏
教
文
化
研
究
所
に
『
要
決
』
写
本
の
架
蔵
は
確
認
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
要
決
』
体
例

『
要
決
』
は
内
題
尾
題
の
間
に
六
千
字
弱
の
本
文
が
あ
り
、
そ
の
本
文
の
約
九
割
を
十
箇

条
が
占
め
る
。

各
条
は
そ
の
条
数
一
字
と
「
者
」
の
凡
そ
二
字
か
ら
始
ま
る
。
二
字
の
直
後
に
難
者
の
言

を
引
き
、「
云
云
」
ま
た
は
「
已
上
」
で
難
破
引
用
の
結
び
を
示
し
、
そ
れ
を
撰
者
が
決
択
す
る
。

な
お
、
冒
頭
二
字
の
直
後
以
外
で
も
難
者
の
言
を
引
く
条
も
あ
る
。
冒
頭
二
字
を
除
い
た
各

条
は
難
破
と
決
択
か
ら
成
る
た
め
、
第
某
条
を
第
某
難
と
第
某
決
に
細
分
で
き
る
。
そ
し
て
、

各
条
の
末
尾
に
は
「
応
知
」
二
字
が
あ
る
。

十
箇
条
の
前
後
に
も
文
章
が
あ
り
、
本
稿
で
は
前
者
を
「
序
文
」、
後
者
を
「
結
文
」
と

そ
れ
ぞ
れ
仮
称
す
る
。

浄
教
寺
本
解
題

本
項
で
は
、
本
校
註
で
底
本
と
す
る
浄
教
寺
本
『
要
決
』
の
書
誌
な
ど
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
な
お
同
本
は
昨
年
八
月
卅
日
、
仏
教
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
仏
教
大

学
図
書
館
所
蔵
・
貴
重
書
等
ア
ー
カ
イ
ブ
）
で
全
画
像
が
公
開
さ
れ
た
（https://bird.bukkyo-u.ac.jp

『
選
択
要
決
』
校
註
稿

│
│
付
伝
写
過
程
考
│
│

森　
　
　

新
之
介
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/collections/titles/senchakuyoketsu1kan/

）。

一
、
蔵
者
…
多
聞
山
燈
籠
堂
浄
教
寺
（
京
都
府
京
都
市
、
浄
土
宗
）
旧
蔵
、
仏
教
大
学
付
属
図

書
館
浄
教
寺
文
庫
現
蔵
（
請
求
記
号
「
浄
教
寺
二
三
」）。

一
、
員
数
…
一
巻
一
冊
。

一
、
法
量
…
天
地
廿
八
・
三
糎
、
左
右
十
九
・
七
糎
。

一
、
表
紙
…
表
裏
と
も
に
朽
葉
色
無
地
、
原
装
。
表
表
紙
左
上
に
双
郭
書
き
題
簽
「
選
擇
集

要
決
全
」
あ
り
、
本
文
と
書
体
が
や
や
異
な
る
も
恐
ら
く
同
筆１
。
表
表
紙
の
下
部
四
分

の
一
ほ
ど
と
題
簽
の
下
端
は
欠
損
。
表
表
紙
の
右
上
に
貼
ら
れ
た
請
求
記
号
簽
は
古
め
か

し
く
、
降
っ
て
も
昭
和
中
期
の
も
の
か
。
欠
損
の
大
き
い
表
表
紙
の
み
、
新
し
い
白
厚
紙

を
挟
ま
せ
て
再
線
装
す
る
と
い
う
補
修
が
施
さ
れ
て
い
る
。
表
表
紙
の
右
下
に
、
白
厚
紙

と
跨
ら
せ
て
新
し
い
請
求
記
号
簽
と
図
書
管
理
用
ラ
ベ
ル
が
重
ね
貼
り
さ
れ
て
い
る
。

一
、
装
訂
…
五
針
眼
線
装
。
白
い
綴
じ
糸
は
新
し
く
、
恐
ら
く
補
修
時
の
も
の
。

一
、
本
文
…
料
紙
は
楮
紙
、
打
ち
紙
あ
り
。
無
辺
無
界
。
凡
そ
十
六
丁
、
丁
付
な
し
。
半
丁

十
二
行
、
一
行
十
六
字
。
す
べ
て
一
筆
、
墨
書
の
み
。
正
字
多
く
、
略
字
少
な
し
。
書
体

は
楷
行
。
全
文
に
返
り
点
あ
り
、
ほ
ぼ
全
文
に
送
り
仮
名
あ
り
、
稀
に
振
り
仮
名
あ
り
、

句
読
点
な
し
。
稀
に
校
異
訂
正
あ
り
。
虫
損
と
上
部
欄
外
の
水
濡
れ
あ
る
も
、
本
文
は
す

べ
て
判
読
可
能
。
大
尾
に
同
筆
後
補
の
撰
号
「
源
智
」
あ
り
。

一
、
奥
書
…
な
し
。
同
筆
は
浄
教
寺
文
庫
蔵
の
写
本
に
未
だ
発
見
で
き
ず
。
書
写
時
期
は
状

態
や
書
体
な
ど
か
ら
考
え
て
江
戸
中
後
期
か
。

一
、
印
記
…
第
一
丁
表
の
右
上
に
単
郭
正
方
形
縦
二
行
陽
刻
濃
朱
印
「
佛
敎
大
學
／
臧
書
之

印
」
あ
り
、
同
丁
表
の
右
下
に
単
郭
正
円
形
陽
刻
薄
朱
印
「
淨
敎
寺
」
あ
り
。
ま
た
、
第

十
六
丁
裏
の
左
下
に
単
郭
縦
一
行
陽
刻
朱
印
「
佛
敎
大
學
所
藏
」
あ
り
、
そ
の
右
下
に
横

一
行
黒
印
「401824

」
あ
り
。

前
述
の
如
く
、
同
本
の
文
字
は
す
べ
て
一
筆
で
あ
る
。
た
だ
し
、
画
像
で
は
識
別
困
難
な

が
ら
、
現
物
で
は
墨
色
の
濃
淡
に
異
同
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
漢
字
は
す
べ
て
墨
色
が

濃
く
、
淡
い
よ
う
に
見
え
る
箇
所
は
た
だ
掠
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
他
方
、
本
文
漢
字
の

右
傍
や
直
下
に
あ
る
付
訓
返
り
点
は
、
本
文
漢
字
と
同
じ
濃
さ
の
も
の
だ
け
で
な
く
明
ら
か

に
そ
れ
よ
り
淡
い
も
の
も
混
在
し
て
い
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
淡
墨
箇
所
は
す
べ
て
同
筆
後
補
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
第
九
決
で
の

『
選
択
集
』
か
ら
の
引
文
に
「
縡
」
が
あ
り
、
そ
の
右
傍
に
付
訓
「
コ
ト
ヽ
ス
」
が
あ
り
左

下
に
返
り
点
「
二
」
が
あ
る
（
一
二
ウ
第
四
行
）。
こ
れ
を
細
見
す
る
と
、「
縡
」
の
糸
偏
と
旁

の
「
辛
」
は
濃
墨
で
、
旁
の
ウ
冠
と
付
訓
「
コ
ト
ヽ
ス
」、
返
り
点
「
二
」
は
淡
墨
で
あ
り
、

濃
墨
「
辛
」
の
上
端
が
淡
墨
ウ
冠
と
重
な
っ
て
い
る
。
書
写
者
は
当
初
「
縡
」
の
旁
を
「
宰
」

で
な
く
「
辛
」
に
誤
記
し
て
し
ま
い
、
本
文
す
べ
て
の
書
写
を
終
え
て
か
ら
や
や
後
、
淡
墨

で
付
訓
「
コ
ト
ヽ
ス
」
と
返
り
点
「
二
」
を
加
え
る
時
に
「
縡
」
の
ウ
冠
の
欠
落
を
知
り
、

同
じ
く
淡
墨
で
こ
れ
を
加
え
て
誤
記
を
修
正
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
大
尾
に
あ
る
撰
号
「
源
智
」
二
字
は
そ
れ
以
前
の
本
文
と
完
全
に
同

筆
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
の
本
文
と
異
な
り
墨
色
が
淡
い
。「
源
智
」
二
字
は
同
一
書
写
者
に

よ
る
や
や
後
の
加
筆
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
源
智
」
二
字
だ
け
が
や
や
後
に
加
筆
さ
れ
た
の

は
、
こ
の
二
字
が
親
本
に
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
同
本
に
は
十
箇
所
の
校
異
訂
正
が
あ
る
。

①
二
オ
第
七
行

慇　
　
　

述
義
云
云

然
此
集
中
云
9

集
念
仏
要
文
剰
述

②
二
ウ
第
六
〜
第
七
行

文
未
云
秘
於
義
其
旨
出
何
段9
其
義
含
何
文

言
不
明
文
智
者
所
恥
也
応
知
攸

③
三
オ
第
七
行

能
令
瓦
礫
変
金下

成上

已
上

高
才
則
為
本
願
之
機

④
六
オ
第
二
行

引
経
之9

釈

現
文
委
細
分
明
釈
成
其
旨
者
文
親

⑤
七
オ
第
五
行

相
為
自
力
為
他
悲
哉
先
徳
引
諸
仏
誠
言
而

⑥
九
オ
第
十
一
行

笑9　
　
　

者
毎
向
嘆9

之
粗
尋
漢
家
本
朝
先
蹤
道
綽
禅

⑦
九
ウ
第
七
行

志
恵
心
先
徳
勧
外
儀
雖
畢9 異

心
念
常
存
念
〻

⑧
一
一
オ
第
七
行

裂サ
ク　

　
　

惟
還
自
焼
屡
審
察
悔
而

9

至
当
世
宗
義
者

力
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⑨
一
三
オ
第
一
行幾

多
移
浄
土
坐

早

三
〻
芙
蓉
利
生
定
感
悲
喜

⑩
一
五
ウ
第
四
行之

跡
探
往
生
要
集
之
趣
念
仏
為正

諸
行
為
傍

こ
れ
ら
十
箇
所
の
第
三
は
た
だ
倒
文
を
修
正
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
第
四
と
第
五
、
第

九
、
第
十
は
た
だ
脱
字
を
補
っ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
怪
し
む
に
足
ら
な
い
。
問
題

は
そ
れ
ら
以
外
の
第
一
と
第
二
、
第
六
、
第
七
、
第
八
の
五
つ
で
あ
る
。

例
え
ば
第
一
者
は
一
見
す
る
と
、
正
文
の
「

」
は
誤
り
で
欄
外
の
「
慇
」
が
正
し
い
、

と
い
う
註
記
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
『
選
択
集
』
末
尾
か
ら
の
引
用
で
あ
る

た
め
、
明
ら
か
に
「
憖
」
が
正
し
い
。
正
文
の
「

」
は
「
憖
」
の
俗
字
「

」
の
誤
字
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
二
者
で
も
意
味
が
通
る
の
は
次
行
の
「
攸
」
よ
り
正
文
の
「
段
」
で
あ

る
が
、
他
方
、
第
六
者
と
第
八
者
で
意
味
が
通
る
の
は
正
文
の
「
嘆
」「

」
で
な
く
欄
外

の
「
笑
」「
裂
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
恐
ら
く
、
小
圏
点
が
左
傍
に
あ
れ
ば
正
文
の
字
が
正
し
く
、
右
傍
に
あ
れ
ば
欄
外

の
字
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
第
七
者
は
正
文
の
「
畢
」
の
左
傍
に
小

圏
点
が
あ
り
、
右
傍
の
「
異
」
が
明
ら
か
に
正
し
い
が
、
正
文
の
字
の
左
右
に
小
圏
点
と
異

字
が
あ
る
箇
所
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
た
め
、
例
外
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
、
第
二
者
は
親
本
に
あ
っ
た
誤
字
を
修
正
し
つ
つ
、
親
本
の
誤
字
を
註
記
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
小
圏
点
を
左
傍
に
施
し
て
の
異
字
の
註
記
は
同

本
で
他
に
見
出
さ
れ
な
い
。
当
初
は
親
本
の
誤
字
を
註
記
し
つ
つ
修
正
し
た
が
、
煩
わ
し
く

感
じ
ら
れ
て
第
三
丁
以
降
は
註
記
な
し
で
修
正
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

第
六
者
は
「
嘆
」
と
誤
写
し
て
し
ま
っ
た
が
草
体
で
字
形
が
近
似
す
る
「
咲
」
す
な
わ
ち

「
笑
」
に
修
正
す
べ
き
こ
と
を
意
味
し
、
そ
し
て
第
八
者
は
親
本
の
サ
イ
ら
し
き
付
訓
に
惑

わ
さ
れ
て
「

」
と
誤
写
し
て
し
ま
っ
た
が
「
裂
」
に
修
正
し
「
サ
ク
」
と
付
訓
す
べ
き
こ

と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

な
お
、
稿
者
に
と
っ
て
最
も
理
解
し
難
い
こ
と
の
一
つ
は
、
何
故
浄
教
寺
本
『
要
決
』
が

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
ず
用
い
ら
れ
ず
に
き
た
の
か
で
あ
る
。
浄
教
寺
文
庫
は
「
故
小
林
円
達
師

寄
託
図
書２
」
で
あ
り
、
小
林
円
達
は
明
治
卅
九
年
（
1
9
0
6
）
に
浄
教
寺
を
董
し
昭
和
卅

二
年
（
1
9
5
7
）
に
没
し
た３
。
ま
た
、
前
述
の
如
く
同
本
に
は
仏
教
大
学
の
蔵
印
が
あ
り
、

同
大
が
仏
教
専
門
学
校
か
ら
改
組
設
立
さ
れ
た
の
は
昭
和
廿
四
年
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同

本
が
同
大
に
寄
託
さ
れ
た
時
期
は
昭
和
廿
四
乃
至
卅
二
年
で
あ
ろ
う
。
同
本
表
表
紙
の
右
上

に
貼
ら
れ
た
請
求
記
号
簽
も
こ
の
時
期
の
も
の
と
見
て
大
過
な
い
。

昭
和
八
年
に
田
中
智
肇
が
翻
刻
公
刊
し
た
田
版
に
つ
い
て
、
三
年
後
の
十
一
年
に
三
田
全

信
は
「
今
幸
に
写
本
は
刊
本
よ
り
古
体
を
存
し
て
、
比
較
的
良
本
と
す
と
も
既
に
異
流
者
の

手
に
よ
つ
て
眼
目
と
す
可
き
箇
所
が
改
変
さ
れ
あ
る
以
上
他
は
推
し
て
知
る
可
く
、
直
ち
に

は
信
を
置
き
難
し４
」
と
批
判
し
た
。
三
田
は
仏
教
大
学
の
前
身
で
あ
る
仏
教
専
門
学
校
を
大

正
十
四
年
（
1
9
2
5
）
に
卒
業
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
四
年
に
同
大
講
師
と
な
っ
て
い
た
。

五
十
九
年
に
三
田
説
を
発
展
さ
せ
て
『
要
決
』
に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
し
た
深
貝
慈
孝５
も
、

当
時
同
大
助
教
授
で
あ
っ
た
。
三
田
深
貝
の
二
人
が
浄
教
寺
本
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は

不
審
で
あ
る
。

浄
教
寺
本
は
、
昭
和
四
十
二
年
刊
行
の
『
国
書
総
目
録
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
）
に
著
録

さ
れ
て
い
な
い
。
五
十
五
年
刊
行
の
仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
仏
教
大
学
図
書
館
所

蔵
和
漢
書
中
浄
土
宗
学
関
係
書
籍
目
録
稿
』（
仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
）
は
浄
教
寺
文
庫
も

対
象
と
し
て
い
る
も
の
の
、『
要
決
』
に
つ
い
て
は
版
本
八
部
を
著
録
す
る
の
み
で
、
そ
の

補
遺
で
あ
る
六
十
三
年
刊
行
の
仏
教
大
学
図
書
館
編
『
仏
教
大
学
図
書
館
所
蔵
和
漢
書
中
続

浄
土
宗
学
関
係
書
籍
目
録
稿
』（
仏
教
大
学
図
書
館
）
に
『
要
決
』
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。

浄
教
寺
文
庫
蔵
の
写
本
は
他
に
も
幾
つ
か
あ
る
が
、
同
本
の
よ
う
に
補
修
さ
れ
た
も
の
や

大
き
く
破
損
し
た
も
の
は
稀
で
あ
る
。
推
測
す
る
に
、
同
本
は
昭
和
廿
四
乃
至
卅
二
年
に
浄

教
寺
か
ら
現
蔵
館
へ
寄
託
さ
れ
た
も
の
の
、
大
き
く
破
損
し
て
い
た
た
め
死
蔵
さ
れ
、
近
年

に
な
っ
て
白
厚
紙
と
白
糸
で
補
修
さ
れ
、
は
じ
め
て
利
用
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

（
1
）
題
簽
の
「
選
」
は
「
弜
」「
一
」「
八
」
と
之
繞
か
ら
成
っ
て
お
り
、
こ
の
字
体
は
本
文
に
も
散
見

さ
れ
る
。

（
2
）
仏
教
大
学
史
編
纂
委
員
会
『
仏
教
大
学
史
』、
仏
教
大
学
、
1
9
7
2
、
五
六
〇
頁
。

（
3
）
大
橋
俊
雄
『
浄
土
宗
人
名
事
典
』、
斎
々
坊
、
2
0
0
1
、
一
七
五
頁
。

（
4
）
三
田
全
信
「
勢
観
房
源
智
上
人
の
史
的
考
察
」、『
摩
訶
衍
』
一
六
、
1
9
3
6
、
一
五
四
頁
。
後

に
同
『
浄
土
宗
史
の
諸
研
究
』（
光
念
寺
、
1
9
5
9
）
と
同
書
改
訂
増
補
（
山
喜
房
仏
書
林
、
1

9
8
0
）
所
収
。

（
5
）
深
貝
慈
孝
「
勢
観
房
源
智
の
著
書
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
竹
中
信
常
・
水
谷
幸
正
編
『
法
然
浄

土
教
の
綜
合
的
研
究
』、
山
喜
房
仏
書
林
、
1
9
8
4
。
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諸
本
略
解
題

本
項
で
は
、
浄
教
寺
本
以
外
の
諸
本
に
つ
い
て
の
解
題
を
略
記
す
る
。
な
お
、
伝
写
過
程

な
ど
に
つ
い
て
は
本
稿
付
録
「
伝
写
過
程
考
」
参
照
。

一
、
古
体
本
…
真
宗
大
谷
派
の
恵
空
が
元
禄
九
年
（
1
6
9
6
）
八
月
に
入
手
し
た
も
の
。

十
五
紙
。
外
題
は
『
選
択
集
要
決
』
か
。
そ
の
紙
墨
は
甚
だ
古
体
で
三
、
四
百
年
も
昔
の

も
の
に
見
え
、
多
く
の
字
が
紙
魚
に
よ
り
半
ば
失
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
恵
空
『
選
択
集

叢
林
記
』
追
記
と
恵
空
奥
書
（
養
楽
寺
本
所
引
）
参
照
。

一
、
恵
空
本
…
恵
空
が
元
禄
九
年
九
月
に
古
体
本
を
書
写
さ
せ
、
二
度
校
合
し
た
も
の
。
恵

空
奥
書
（
養
楽
寺
本
所
引
）
参
照
。

一
、
了
祥
本
…
西
福
寺
（
京
都
府
京
都
市
、
真
宗
大
谷
派
）
蔵
本
を
文
化
十
年
（
1
8
1
3
）
に

同
派
の
万
徳
寺
了
祥
が
了
明
雪
光
に
書
写
さ
せ
た
も
の
。
そ
の
写
本
で
あ
る
養
楽
寺
本
に

了
明
了
祥
の
書
写
奥
書
あ
り
。

一
、
養
楽
寺
本
…
養
楽
寺
（
愛
知
県
岡
崎
市
、
真
宗
大
谷
派
）
旧
蔵
。
卅
紙
（
た
だ
し
、
冒
頭
の
「
了

祥
師
考
」
二
紙
と
末
尾
の
「
三
師
一
貫
説
」
を
合
わ
せ
て
凡
そ
四
十
紙
）。
書
写
奥
書
な
く
書
写
時

期
未
詳
、
智
照
書
写
か１
。
了
祥
本
の
写
本
で
、
恵
空
と
了
明
了
祥
の
奥
書
、
そ
し
て
了
祥

本
の
袖
書
ら
し
き
「
了
祥
師
考
」
も
あ
り
貴
重
。
所
在
不
明
だ
が
、
河
記
と
広
版
に
よ
り

ほ
ぼ
復
元
可
能
。

一
、
聖
徳
寺
本
…
七
宝
山
聖
徳
寺
（
愛
知
県
名
古
屋
市
、
真
宗
大
谷
派
）
現
蔵
か
。
卅
二
紙
。
広

川
堯
敏
が
昭
和
六
十
一
年
（
1
9
8
6
）
に
発
見
し
、
二
年
後
に
奥
書
な
ど
を
翻
刻
紹
介

し
た２
。
奥
書
に
延
享
四
年
（
1
7
4
7
）
四
月
十
二
日
、
永
雅
書
写
と
あ
り
。
本
文
は
田

版
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
い
う
。
書
写
奥
書
を
信
じ
れ
ば
了
祥
本
よ
り
古
い
も
の
と
な
る

が
、
広
川
は
実
物
調
査
の
結
果
か
、
そ
れ
と
も
『
要
決
』
写
本
を
同
地
に
将
来
し
た
の
が

後
世
の
了
祥
だ
か
ら
か
、
論
文
所
載
の
系
統
図
で
養
本
神
本
と
と
も
に
了
祥
本
か
ら
派
生

し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
稿
者
未
見
。

一
、
神
興
本
…
写
本
。
憶
念
寺
神
興
の
奥
書
あ
り
。
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
同
本
は
師
で
あ

る
了
祥
の
住
持
し
て
い
た
万
徳
院
の
院
主
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。田
版
参
照
。

一
、
田
版
…
田
中
智
肇３
「
選
択
要
決
は
朝
日
山
信
寂
房
の
撰
歟
」（『
浄
土
学
』
五
・
六
、
1
9

3
3
）。
田
中
が
南
条
文
雄
蔵
の
神
興
本
を
借
覧
書
写
し４
、
廿
余
年
後
の
昭
和
八
年
に
全

文
と
奥
書
を
翻
刻
公
刊
し
た
も
の
。
全
文
に
返
り
点
あ
り
、
送
り
仮
名
と
振
り
仮
名
な
し
、

読
点
あ
り
句
点
な
し
。
こ
の
翻
刻
は
神
興
本
と
も
称
さ
れ
る
が
、
田
中
に
よ
る
誤
写
誤
刻

も
有
り
得
る
た
め
、
田
版
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
河
記
…
河
住
玄５
「
養
楽
寺
旧
蔵
古
本
選
択
要
決
校
勘
記
」（『
古
本
選
択
要
決
／
一
枚
起
請

文
異
文
攷
』、
欣
求
庵
、
1
9
7
7
）。
養
楽
寺
本
の
複
写
物
に
よ
っ
て
田
版
と
の
不
同
箇
所
を

出
校
し
た
も
の
。
同
記
に
よ
れ
ば
、
養
楽
寺
本
は
「
圣
」（
經
）
や
「

」（
敎
）
な
ど
の
「
略

字
異
体
字
多
し
」
と
い
う
。
謄
写
版
で
あ
る
た
め
、
活
字
版
で
は
表
現
し
難
い
そ
れ
ら
字

体
も
よ
く
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
本
に
あ
っ
た
傍
註
も
転
記
し
て
お
り
貴
重
。
僅
か
に

遺
漏
が
あ
る
ら
し
い
も
の
の
周
密
で
あ
り
、
広
版
の
改
変
遺
漏
を
補
正
す
る
に
足
る
。

一
、
広
版
…
広
川
堯
敏
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
二
）
│
│

そ
の
書
誌
学
的
検
討
│
│６
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
仏
教
学
部
文
学
部
』
七
三
、
1
9
8
8
）。
養
楽

寺
本
の
唯
一
の
全
文
翻
刻
。
全
文
に
返
り
点
あ
り
、
ほ
ぼ
全
文
に
送
り
仮
名
あ
り
、
稀
に

振
り
仮
名
あ
り
、
句
読
点
な
し
。「
養
楽
寺
本
を
翻
刻
す
る
に
当
っ
て
新
・
旧
字
体
は
原

本
の
ま
ま
と
し
た
」
と
い
う
が
、
原
則
と
し
て
正
字
に
作
っ
て
お
り
、
字
体
に
つ
い
て
は

信
憑
し
得
な
い
。
ま
た
、
以
註
改
正
（
本
稿
付
録
「
伝
写
過
程
考
」
参
照
）
も
散
見
さ
れ
る
。

一
、
享
版
…
享
保
版
（
五
年
﹇
1
7
2
0
﹈
刊
記
、
六
年
他
序
）。
本
稿
緒
言
で
述
べ
た
如
く
改

竄
さ
れ
た
悪
本
で
あ
る
が
、
恵
空
が
発
見
し
た
古
体
本
を
底
本
と
し
て
改
竄
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
百
千
に
一
は
参
照
す
る
に
足
る
所
が
あ
る
。

（
1
）
養
楽
寺
本
の
書
写
者
に
つ
い
て
、
山
田
亮
賢
「
妙
音
院
了
祥
師
並
に
其
の
学
系
調
査
報
告
」（『
宗

学
研
究
』
一
四
、
1
9
3
7
、
一
八
九
頁
）
は
「
智
照
写
」
と
断
定
し
、
広
川
堯
敏
「『
選
択
要
決
』

の
書
誌
学
的
研
究
」（﹇
第
二
篇
第
一
章
、
初
出
1
9
8
8
﹈、『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』、
文
化
書
院
、

2
0
1
4
、
一
八
五
頁
）
は
「
あ
る
い
は
智
照
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
す
る
。

（
2
）
広
川
堯
敏
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
二
）
│
│
そ
の
書
誌
学
的
検

討
│
│
」、『
大
正
大
学
研
究
紀
要
仏
教
学
部
文
学
部
』
七
三
、
1
9
8
8
、
四
頁
。
た
だ
し
、
同
本

の
発
見
そ
の
も
の
は
同
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
一
）
│
│
そ
の
思

想
的
基
盤
を
中
心
と
し
て
│
│
」（
戸
松
啓
真
教
授
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
論
集
』、
大

東
出
版
社
、
1
9
8
7
、
七
八
九
頁
）
に
追
記
さ
れ
て
い
た
。

（
3
）
田
中
智
肇
は
浄
土
宗
僧
。
井
上
泰
岳
編
『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』（
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
刊

行
会
、
1
9
1
7
）
と
ル
ー
ブ
ル
社
出
版
部
編
『
大
日
本
人
物
名
鑑
』
五
‐
一
（
ル
ー
ブ
ル
社
出
版

部
、
1
9
2
2
）
に
略
伝
あ
り
。

（
4
）
田
中
智
肇
に
よ
れ
ば
、「
斯
書
を
借
覧
の
当
時
、
非
時
に
多
忙
を
極
め
て
ゐ
た
の
と
、
一
両
日
期

間
を
限
り
て
特
に
他
出
の
御
承
諾
を
願
つ
た
関
係
も
あ
り
、
写
本
の
年
代
、
紙
質
、
筆
者
等
の
研
究

を
遂
ぐ
る
暇
な
か
つ
た
こ
と
は
、
今
日
よ
り
之
を
追
想
す
る
に
実
に
遺
憾
の
至
り
で
あ
る
が
、
如
何
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と
も
致
し
方
が
な
い
」
と
い
う
（
四
二
〇
頁
）。

（
5
）
河
住
玄
は
少
時
よ
り
漢
学
を
修
め
漢
文
を
教
え
て
き
た
元
高
校
教
師
で
、
晩
年
帰
浄
し
た
在
家
篤

信
者
だ
と
い
う
。
金
子
寛
哉
「
欣
求
庵
主
、
河
住
玄
先
生
の
こ
と
（
上
）」（『
浄
土
』
五
六
‐
一
一
、

1
9
9
0
）、
同
「
欣
求
庵
主
、
河
住
玄
先
生
の
こ
と
（
下
）」（
同
誌
五
六
‐
一
二
、
同
年
）
参
照
。

（
6
）
広
川
堯
敏
は
廿
六
年
後
、
同
稿
を
著
書
『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』（
前
掲
）
に
再
録
し
た
が
、
初

出
と
対
校
す
る
と
誤
脱
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
初
出
の
「
嚴
命
」（
第
一
決
）
は
意
通
じ
河
記

も
出
校
し
て
お
ら
ず
浄
教
寺
本
と
田
版
と
も
一
致
す
る
が
、
再
録
で
は
山
冠
を
加
え
た
「
巖
命
」
に

作
っ
て
お
り
誤
刻
と
見
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
初
出
の
「
能
写
之
此
本
」（
恵
空
本
奥
書
）
は
山

田
亮
賢
「
妙
音
院
了
祥
師
並
に
其
の
学
系
調
査
報
告
」（
前
掲
、
一
八
九
頁
）
と
石
井
教
道
『
選
択

集
の
研
究
（
註
疏
篇
）』（
誠
文
堂
新
光
社
、
1
9
4
5
、
七
頁
）、
そ
し
て
河
記
と
も
一
致
す
る
が
、

再
録
で
は
「
能
写
之
本
」
に
作
り
「
此
」
を
脱
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
類
の
誤
脱
が
余
り
に
多
い

だ
け
で
な
く
、
初
稿
で
翻
刻
し
て
い
た
付
訓
を
す
べ
て
省
い
て
い
る
。

校
註
凡
例

一
、
正
文
は
浄
教
寺
本
を
底
本
と
し
、
脚
註
で
異
本
と
の
異
同
を
校
記
し
た
。
底
本
が
是
で

異
本
が
非
で
あ
る
こ
と
が
余
り
に
明
ら
か
な
不
同
な
ど
は
出
校
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
脚

註
に
所
謂
「
諸
本
」
は
底
本
と
田
版
、
広
版
の
三
者
の
み
を
指
し
、
河
記
を
含
ま
な
い
。

一
、
底
本
に
明
ら
か
な
誤
脱
が
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
改
め
ず
、
右
傍
に
波
線
を
施
し
て
脚

註
で
存
疑
す
る
の
み
と
し
た
。
た
だ
し
、
幾
つ
か
の
字
は
例
外
と
し
て
改
め
、
右
傍
に
直

線
を
施
し
て
脚
註
で
校
記
し
た
。

一
、
字
体
は
原
則
と
し
て
通
行
の
も
の
に
改
め
た
が
、「
窺
」
と
「
闚
」
は
区
別
し
た
。「
挍
」

と
「
校
」
は
前
者
で
統
一
し
た
。
五
つ
あ
る
「
恵
」
は
す
べ
て
底
本
マ
マ
、
四
つ
あ
る
「
弁
」

は
す
べ
て
底
本
と
田
版
で
「
辨
」。
な
お
、「
燈
」
は
「
灯
」
に
改
め
な
か
っ
た
。

一
、
正
文
で
の
畳
語
表
記
は
、
底
本
に
従
っ
て
二
の
字
点
を
用
い
た
。
な
お
、
底
本
は
第
二

決
に
「
文
文
」
が
あ
り
第
十
決
に
「
処
処
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
箇
所
は
上
字
が
行
末

に
位
置
し
て
お
り
、
行
頭
の
下
字
に
二
の
字
点
を
用
い
る
こ
と
を
憚
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
底
本
と
字
詰
め
を
異
に
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
表
記
に
従
う
意
義
は
な
い
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
右
傍
に
直
線
を
施
し
て
「
文
〻
」「
処
〻
」
に
改
め
た
。

一
、
底
本
に
句
読
点
は
な
く
、
私
に
施
し
た
。
稿
者
は
句
点
を
頻
用
し
、
一
文
を
短
く
す
る

こ
と
を
好
む
。
た
だ
し
対
句
は
句
点
で
切
ら
ず
、
長
く
な
ろ
う
と
も
一
文
と
し
た
。
そ
の

た
め
、
幾
つ
も
の
読
点
で
切
ら
れ
つ
つ
も
句
点
で
切
ら
れ
て
い
な
い
長
い
一
文
が
あ
れ

ば
、
読
者
は
対
句
で
な
い
か
と
疑
う
べ
き
で
あ
る
。

一
、
各
条
冒
頭
の
二
字
は
、
検
索
を
便
な
ら
し
め
る
た
め
太
字
ゴ
チ
ッ
ク
体
と
し
た
。

一
、
脚
註
所
引
の
法
然
房
源
空
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
は
延
応
元
年
（
1
2
3
9
）
版
（
大
正

大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
│
│
資
料
編
│
│
』、
文
化
書
院
）。
字
書
に

は
原
則
と
し
て
昌
住
『
新
撰
字
鏡
』
十
二
巻
（
昌
泰
年
間
﹇
8
9
8
〜
9
0
1
﹈
成
立
）
の
天

治
元
年
（
1
1
2
4
）
書
写
本
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
新
撰
字
鏡
天
治
本
』

増
訂
版
、
臨
川
書
店
、
1
9
6
7
）
を
用
い
、
同
書
に
な
い
字
に
つ
い
て
は
空
海
『
篆
隷
万
象

名
義
』
卅
巻
（
天
長
七
年
﹇
8
3
0
﹈
〜
承
和
二
年
﹇
3
5
﹈
成
立
）
の
永
久
二
年
（
1
1
1
4
）

書
写
本
（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
古
辞
書
資
料
』
一
﹇『
高
山
寺
資
料
叢
書
』
六
﹈、

東
京
大
学
出
版
会
、
1
9
7
7
）
を
用
い
た
。

一
、
書
名
は
二
重
鉤
括
弧
で
、
引
用
文
は
一
重
鉤
括
弧
で
そ
れ
ぞ
れ
括
っ
た
。

一
、
脚
註
に
お
い
て
、「
此
書
」
は
『
要
決
』
を
指
し
、「
本
書
」
は
引
用
な
ど
の
原
典
を
指

す
。
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浄
教
寺
本
校
註

選
択
要
決

夫
窺１
釈
尊
教
勅
者
、
所
讃
多
在
弥
陀
、
眷
衆
生
願
望
者
、
所
求
只
帰
極
楽
。
幸
逢
源
空
上
人

化
導
、
深
信
法
蔵
比
丘
之
誓
願
。
是
故
依
『
選
択
本
願
念
仏
集
』、
以
十
六
章
段
之
料
簡
而

配
指
南
之
車
、
以
八
種
選
択
之
教
誡
而
備
照
胆
之
鏡
。
日
本
一
州
機
縁
純
熟
、
朝
野
遠
近
同

帰
念
仏２
。
然
比
日
、
見
聞
諸
方
道
俗
、
解
行
不
同
、
古
今
有
異３
。
伝
聞
、
一
門
学
者
窃
加
難
、

初
心
行
者
聞
多
煩
。
今
扶４
其
難
、
聊
儲
要
決
。
為
去
迷
情
之
疑
、
不
顧
賢
心
之
譏
。
彼
難
破

有
十
種
、
一
〻
挙
一
〻
決
云
。

一
者
、「
此
集
非
先
師
作
、
弟
子
所
造
」
云
云
。
然
此
集
中
云
、「
不
図
蒙
仰
、
辞
謝
無
地１
」。

若
非
先
師
製
作
者
、
何
弟
子
蒙
其
仰
哉
。
凡
以
師
範
口
筆
、
留
弟
子
手
跡
、
此
世
常
習
也
、

何
必
弟
子
造
。
加
之
、
先
師
在
生
之
昔
、「
此
書
是
我
所
造
。
予
存
命
之
間
、
努
力
莫
流

布２
」云
云
。
仏
子
面
受
厳
命
、
于
今
無
忘
。
何
塞
諸
人
耳
目
、
云
「
非
先
師
製
作
」。
抑
何
弟
子
、

明
達
聖
道
浄
土
之
教
法
、
始
立
凡
夫
往
生
之
宗
義
。
其
門
徒
中
、
誰
学
八
宗
、
誰
窺３
九
宗
。

一
教
猶
以
闇
、
諸
教
云
何
暁
。
以
其
身
可
蒙
彼
仰
乎
、
居
其
位
可
作
此
書
乎
。
不
知
諸
宗
秘

賾
、
無
立
一
宗
教
相
。
然
者
先
師
上
人
、
顕
教
密
教
悉
瑩
、
権
教
実
教
併
明
。
然
後
尋
入
浄

土
真
門
、
開
出
往
生
正
業
。
依
之
、
挙
世
称
「
智
恵
第
一
」、
其
言
至
誠
哉
。
凡
立
教
多
少
、

非
先
師
者
不
可
弁
、
興
行
流
布
、
非
上
人
者
不
可
鑑
。
若
此
弟
子
之
所
造
者
、
其
弟
子
何
人
、

不
知
体
名
。
応
知
。

二
者
、「
此
集
為
在
家
人
、
集
要
文
計
也
。
更
不
及
述
義
」
云
云
。
然
此
集
中
云
、「
憖１
集
念

仏
要
文
、
剰
述
念
仏
要
義２
」。
加
之
、
所
引
文
中
、
多
以
道
俗
男
女
已
為
住
生
之
機
。
何
先

師
独
嫌
俗
秘
義
。
凡
僧
有
賢
愚
、
俗
有
浅
深
。
就
中
禅
定
殿
下
、
云
内
典
云
外
典
、
才
学
優

序
文

（
1
）
「
窺
」、
諸
本
此
く
の
如
く
、
河
記
出
校
せ
ず
。『
新
撰

字
鏡
』
云
く
、「
窺
」
は
管
を
以
て
天
を
窺
ひ
、
螺
を
用

て
海
を
酌
む
こ
れ
な
り
、
小
視
な
り
と
。
案
ず
る
に
、
意

通
ず
。

（
2
）
『
一
乗
要
決
』
云
く
、「
日
本
一
州
円
機
純
一
、
朝
野
遠

近
同
帰
一
乗
」
と
。

（
3
）
『
往
生
礼
讃
』
云
く
、「
余
比
日
、
自
見
聞
諸
方
道
俗
、

解
行
不
同
、
専
雑
有
異
」
と
。『
選
択
集
』
第
二
章
こ
れ

を
引
け
り
。

（
4
）
「
扶
」、
諸
本
此
く
の
如
く
、
河
記
出
校
せ
ず
。
底
本
に

付
訓
「
ス
ケ
テ
」
あ
り
、
広
版
に
付
訓
「
ス
ガ
テ
」
あ
り
。

『
新
撰
字
鏡
』
云
く
、「
扶
」
は
佐
く
な
り
、
持
つ
な
り
と
。

案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
当
に
「
挍
」
に
作
る
べ
し
。
同

書
云
く
、「
挍
」
は
孝
な
り
と
。
孝
は
当
に
考
ふ
の
誤
と

為
す
べ
く
、
こ
れ
則
ち
意
通
ず
。「
扶
」「
挍
」
二
字
の
草

体
相
近
し
。
此
書
第
七
条
に
於
い
て
一
字
を
底
本
「
校
」

に
作
り
、
田
版
広
版
「
扶
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。

以
て
二
字
の
誤
ら
れ
易
き
を
知
る
べ
し
。

第
一
条

（
1
）
『
選
択
集
』
末
尾
に
出
づ
。

（
2
）
「
一
期
物
語
」
に
見
ゆ
。

（
3
）
「
窺
」、
田
版
「
闚
」
に
作
り
、
河
記
広
版
「
其
門
」
よ

り
「
諸
教
」
に
至
る
ま
で
の
十
九
字
を
脱
す
。『
新
撰
字

鏡
』
云
く
、「
闚
」
は
覯
る
な
り
、
宇
加
〻
不
、
ま
た
乃

曽
久
な
り
と
。「
窺
」
の
小
視
な
る
こ
と
、
序
文
脚
註
を
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長
、
傍
若
無
人
。
何
師
長
、
為
上
代
甚
深
之
機
秘
要
義
、
何
弟
子
、
為
末
代
薄
浅
之
俗
授
深

義
。
已
挙
法
滅
百
歳
之
時
機
、
広
説
法
住
三
時
之
利
益
。
於
法
滅
僧
者
、
雖
説３
僧
更
不
可
及

法
住
之
俗
。
凡
承
国
王
勅
宣
、
蒙
一
人
命
旨
、
偽
述
仮
説
、
不
顕
実
義
、
前
代
未
聞
、
其
恐

不
少
者
歟
。
委
尋
段
〻
、
未
見
限
于
俗
、
慇
闚４
文
〻
、
未
云
秘
於
義
。
其
旨
出
何
段５
、
其
義

含
何
文
。
言
不
明
文
、
智
者
所
恥
也
。
応
知
。

三
者
、「
此
集
唯
為
浅
機
、
且
述
浅
義
。
至
深
義
者
、
所
不
載
也
」云
云
。
然
此
集
中
云
、「
立

聖
道
浄
土
二
門
意
者
、
為
令
捨
聖
道
入
浄
土
門
也１
」。
已
以
聖
道
為
浄
土
機
。
所
言
聖
道
、

何
必
浅
機
。
先
師
勧
誘
之
言
、
未
出
此
集
・
意２
。
自
昔
至
今
、
追
其
跡
入
此
門
、
猶
如
流
水

不
絶
。
其
中
、
有
洪
才
博
覧
之
人
、
有
浅
智
愚
鈍
之
機３
。
敢
不
簡
機
量４
浅
深
、
全
無
別
衆
生

善
悪
。
故
引
法
照
釈
、
示
不
簡
機
。「
彼
仏
因
中
立
弘
誓
、
聞
名
念
我
総
来
迎５
。
不
簡
貧
窮

将
富
貴
、
不
簡
下
智
与
高
才
、
不
簡
多
聞
持
浄
戒
、
不
簡
破
戒
罪
根
深
。
但
使
回
心
多
念
仏
、

能
令
瓦
礫
変
成
金６
」
已
上
。
高
才
則
為
本
願
之
機
、
多
聞
何
非
称
名
之
機
。
況
又
摂
浅
機
説

深
機
、
是
聖
教
通
説
也
。
就
中
此
集
意
者
、
殊
無
簡
機
。
於
当
世
流
布
之
義
者
、
雖
称
深
義
、

智
者
塞
耳
。
以
何
定
浅
深
、
縁
底７
知
実
不
。
暫
雖
有
埋
壁
之
禁
、
聊
恐
破
法
之
罪
計
也
。
全

非
秘
法
、
・８
無
簡
人
。
凡
分
別
聖
道
浄
土
、
料
簡
雑
行
正
行
之
外
、
残
何
深
義
、
弁
定
安
心

起
行
、
顕
彰
本
願
称
名
之
外
、
漏
何
奥
旨
。
若
以
此
集
為
浅
義
者
、
未
審
。
当
世
、
談
三
諦

相
即
之
旨
歟
、
論
万
法
唯
心
之
義
歟
。
内
無
事
、
外
驚
人
。
浅
識
藉
此
迷
、
愚
魯
為
是
煩
。

乱
聖
教
文
、
悩
行
者
意
。
其
禁
不
軽
、
云
何
不
驚
。
迷
道
者
必
尋
道
而
達
、
迷
教
者
須
尋
教

而
行
。
守
文
静
心
者
、
更
無
所
迷
、
離
教
行
道
者
、
多
有
所
錯
。
唯
勧
、
守
先
師
之
遺
言
、

為
当
今
之
正
路
。
応
知
。

四
者
、「
当
世
義
理
超
過
此
集
、
例
如
善
導
勝
于
道
綽
」
云
云
。
誠
如
和
尚
者
、
発
得
三
昧
、

為
師
作
訓
。
其
験
厳
重
、
尤
足
為
勝
。
然
先
師
上
人
、
初
習
学
円
宗
法
門
来１
、
探
諸
宗
源
底
、

見
る
べ
し
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
当
に
「
闚
」
に
作

る
べ
し
。

第
二
条

（
1
）
「
憖
」、
底
本
「

」
に
作
り
左
傍
に
小
圏
点
を
施
し
て

上
欄
外
に
「
慇
」
を
書
す
。
解
題
を
見
る
べ
し
。
田
版
広

版
「
憖
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、「
憖
」

の
是
な
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
疑
ふ
ら
く
は
、
書
写
者

「

」
を
以
て
「
憖
」
の
異
体
字
と
為
す
か
。
故
に
改
む
。

（
2
）
『
選
択
集
』
末
尾
に
出
づ
。

（
3
）
「
雖
説
」、
田
版
広
版
「
設
雖
」
に
作
り
、
河
記
「「
設
」

ヲ
「
説
」
ニ
作
リ
「
設
歟
」
ト
小
サ
ク
旁
書
ス
」
と
云
ふ
。

案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
こ
れ
誤
か
つ
倒
に
し
て
、
当
に

「
設
雖
」
に
作
る
べ
し
。

（
4
）
「
闚
」、
諸
本
河
記
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
意
通
ず
。

（
5
）
「
段
」、
底
本
左
傍
に
小
圏
点
を
施
し
次
行
余
白
に
「
攸
」

を
書
す
。
解
題
を
見
る
べ
し
。
田
版
広
版
「
段
」
に
作
り
、

河
記
出
校
せ
ず
。

第
三
条

（
1
）
『
選
択
集
』
第
一
章
に
出
づ
。

（
2
）
「
先
師
勧
誘
之
言
、
未
出
此
集
意
」、
田
版
「
先
師
勧
誘

言
、
未
出
此
集
之
意
」
に
作
り
て
上
句
に
「
之
」
な
く
、

河
記
広
版
上
下
二
句
に
「
之
」
あ
り
。
案
ず
る
に
、
底
本

田
版
は
文
対
せ
ず
。
当
に
底
本
下
句
に
「
之
」
を
補
ふ
べ

し
。

（
3
）
「
機
」、
田
版
広
版
「
族
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。

案
ず
る
に
、
疑
ふ
べ
し
。

（
4
）
「
機
量
」、
河
記
広
版
此
く
の
如
く
、
田
版
「
器
量
」
に

作
る
。

（
5
）
「
来
迎
」、
河
記
広
版
此
く
の
如
く
、
田
版
「
迎
来
」
に

作
る
。
本
書
云
く
、「
迎
来
」
と
。
案
ず
る
に
、
倒
か
。
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面
〻
蒙
許
可
、
窺２
諸
家
元
意
、
各
〻
得
歎
誉
。
南
京
賢
徳
、
貴
智
恵
深
遠
而
多
年
展
供
養
、

北
京
長
老
、
仰
才
芸
広
博
而
一
向
致
恭
敬
。
明
師
還
問
法
門
之
賾
、
碩
徳
進
受
眼
前
之
化
。

習
学
不
為
名
利
、
勤
修
偏
為
出
離
。
遂
辞
難
行
道
、
転
入
易
行
道
。
欲
赴
化
導
之
刻
、
頗
有

感
得
霊
夢
。
其
相
何
者
、
紫
雲
普
聳
覆
日
本
国
、
自
紫
雲
中
多
放
光
明
。
自
光
明
中
宝
鳥
飛

散
、
其
鳥
充
満
無
所
不
至
。
于
時
昇
高
山
之
腰
、
忽
然
値
奇
特
之
僧
。
自
腰
下
者
皆
金
色
、

自
腰
上
者
如
常
人
。
高
僧
云
、「
我
是
善
導
也
。
・３
弘
専
修
念
仏
故
、
我
来
臨
汝
前４
」
略抄
。

自
其
已
来
、
化
導
満
一
天
、
無
不
至
之
国
土
、
利
物
通
四
海
、
無
不
及
之
郷
里
。「
信
之
者
多
、

不
信
者
尠
。
当
知
、
浄
土
之
教
、
叩
時
機
而
当
行
運
也
、
念
仏
之
行
、
感
水
月
而
得
昇
降
也５
」。

只
非
化
他
之
然
、
自
行
純
熟
、
証
利
甚
多
。
夫
熾
盛
念
仏
之
窓
前
、
勢
至
来
現
、
口
称
三
昧

之
室
内
、
弥
陀
影
向６
。
闇
夜
無
燈
、
常
開
聖
教
、
墻
壁７
有
障
、
鎮
見
浄
境
。
臨
終
瑞
相
、
不

可
称
計
、
若
干
道
俗
、
悉
以
見
聞
。
其
旨
在
別
記
、
不
能
委
述
之
。
最
後
臨
終
、
念
仏
不
退
、

頭
北
面
西
、
如
眠
而
終
。
乃
至
滅
後
、
重
其
恩
恐
如
釈
尊
、
貴
其
徳
想
非
直
人
。
教
理
日
倍

増
、
行
証
年
威
光
。
観
智
歴
然
、
有
増
無
減
。
忽
思
忖
此
事８
、
肝９
涙
・Ａ
難
抑
。
解
行
倶
備
、

力
堪
師
位
、
所
為
非
凡
、
将
是
暁
也Ｂ
。
況
復
、
夢
中
告
善
導
再
誕
、
覚
前
示
勢
至
化
現
。
如

此
霊
相
、
甚
以
雖
多
、
恐
繁
不
出
。
然
者
可
謂
、
先
師
『
選
択
集
』、
西
方
指
南
、
行
者
目

足
也
、
西
方
行
人
、
必
須
珍
敬
者
也Ｃ
。
又
可
謂
、
善
導
和
尚
直
説
也Ｄ
、
勢
至
菩
薩
誠
言
也
。

仰
討
本
地
者
、
大
唐
導
師
也
、
三
昧
正
受
之
語
、
無
疑
于
往
生
、
俯
訪
垂
迹
者
、
我
朝
先
達

也
、
一
向
専
称
之
教
、
有
憑
于
念
仏Ｅ
。
知
不
、
当
世
感
応
者
、
先
師
用
力
也
。
戴
天
不
知
天

高
、
踏
地
不
知
地
厚
。
云
智
徳
云
行
徳
、
不
可
得
而
称
、
不
可
挙
而
論
。
有
何
道
理
、
恣
下

此
集
。
若
末
流
之
説
者
、
必
須
加
禁
制
、
実
自
身
之
見
者
、
如
懐
石
入
淵
。
賢
者
弾
指
、
難

者
歟
。
応
知
。

五
者
、「
此
集
為
使
人
誘
引
本
書
也
。
於
本
書
義
者
、
只
当
世
談
之
」
云
云
。
若
然
者
、
十
六

（
6
）
『
選
択
集
』
第
三
章
に
出
づ
。『
五
会
法
事
讃
』
の
略
抄

な
り
。「
成
金
」、
底
本
「
金
成
」
に
作
り
、
右
傍
に
「
下

上
」
を
書
し
て
そ
の
倒
な
る
を
示
す
。
故
に
改
む
。

（
7
）
「
縁
底
」、
ナ
ニ
ヽ
ヨ
リ
テ
カ
と
訓
ず
。

（
8
）
此
こ
に
田
版
広
版
「
更
」
あ
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案

ず
る
に
、
此
の
字
微
せ
ば
上
句
と
文
対
せ
ず
。
当
に
補
ふ

べ
し
。

第
四
条

（
1
）
「
初
習
学
円
宗
法
門
来
」、
底
本
「
習
学
」
に
送
り
仮
名

「
セ
シ
ヨ
リ
」
あ
り
、「
来
」
に
送
り
仮
名
「
タ
」
あ
り
、

広
版
「
習
学
」
に
送
り
仮
名
「
セ
シ
」
あ
り
、「
来
」
に

送
り
仮
名
「
カ
タ
」
あ
り
。
初
メ
円
宗
ノ
法
門
ヲ
習
学
セ

シ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
と
訓
ず
。

（
2
）
「
窺
」、
田
版
広
版
「
闚
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。

二
字
の
意
異
な
る
こ
と
、
第
一
条
脚
註
を
見
る
べ
し
。
案

ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
当
に
「
闚
」
に
作
る
べ
し
。

（
3
）
此
こ
に
田
版
広
版
「
汝
」
あ
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。「
一

期
物
語
」
も
ま
た
此
の
字
あ
り
。

（
4
）
「
一
期
物
語
」
に
見
ゆ
。

（
5
）
『
選
択
集
』
末
尾
に
出
づ
。

（
6
）
「
向
」、
底
本
「
嚮
」
に
作
り
、
田
版
広
版
「
向
」
に
作

り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
今
、
通
行
の
字
体
に
改
む
。

（
7
）
「
墻
壁
」、
広
版
此
く
の
如
く
、
田
版
「
牆
壁
」
に
作
り
、

河
記
「
牆
ヲ
「
墻
」
ニ
作
ル
」
と
云
ふ
。
案
ず
る
に
、
意

同
じ
。

（
8
）
「
忽
思
忖
此
事
」、
河
記
此
く
の
如
く
、
田
版
広
版
「
忽

思
惟
此
事
」
に
作
る
。『
観
経
疏
』
云
く
、「
忽
思
忖
此
事
」

と
。

（
9
）
「
肝
」、
田
版
広
版
「
汗
」
に
作
り
、
河
記
「「
旰
」
ニ

作
リ
右
旁
ニ
「
汗
」
ト
小
書
ス
」
と
云
ふ
。『
新
撰
字
鏡
』
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章
段
之
下
、
広
引
経
釈
之
文
、
微
〻
細
〻
問
答
料
簡
、
文
〻
句１
〻
分
別
解
釈
、
此
指
何
文
意
、

如
此
釈
成
。
為
立
一
旦
之
自
義
、
出
如
此
不
忍
之
言
。
似
貴
而
軽
、
似
軽
而
貴
。
内
外
不
調
、

心
事
相
違
。
如
塵
積
埋
鏡
、
似
霧
下
隠
日
。
不
知
恩
至
、
云
何
不
畏
。
凡
以
未
尽２
為
指
南
、

而
探
本
書
之
奥
旨
、
以
本
書
為
先
達
、
須
得
経
論
之
深
意
。
然
直
料
簡
経
意
、
還
捧３
釈
文
、

私
披
見
本
書
、
恣
下
末
書
。
先
師
已
引
経
釈４
之
現
文
、
委
細
分
明
釈
成
其
旨
者
、
文
親
理
明
、

易
取
難
忘
、
当
世
不
依
聖
教
之
現
文
、
所
述
義
理
全
不
分
明
者
、
文
疎
義
掠５
、
難
取
易
忘
。

設
独
計６
深
義
、
碩
学
不
許
之
。
至
此
集
者
、
多
聞
広
学
之
人
多
用
之
、
高
才
勇
哲
之
類
普
翫

之
。
然
小
聞
弟
子
恣
毀
呰
、
下
智
末
学
妄
隠
蔽
。「
是
即
無
慚
無
愧
之
甚
也７
」。
応
知
。

六
者
、「
此
集
且
明
起
行
分
際
、
未
謂
安
心
法
門
」
已
上
。
所
言
安
心
者
、
即
三
心
是
也
。
具

引
其
三
心
云
、「
所
引
三
心
者
、
行
者
至
要
也
。
所
以
者
何
、
経
則
云
「
具
三
心
者
、
必
生

彼
国
」、
明
知
具
三
必
応
得
生
、
釈
則
云
「
若
少
一
心
、
即
不
得
生
」、
明
知
一
少
是
更
不
可
。

因
茲
、
欲
生
極
楽
之
人
、
全
可
具
足
三
心１
」
已
上
。
三
心
中
已
、
信
仏
本
願
、
立
称
名
行
。

釈
文
分
明
者
、
私
言
不
委
細
。
然
「
以
解
仏
智
不
思
議
而
名
安
心
、
以
捨
本
願
及
称
名
而
為

深
旨２
」。
経
即
説
「
其
仏
本
願
力３
」、
釈
即
云
「
弥
陀
智
願
海４
」。
当
知
、
仏
智
即
本
願
。『
略

論
』
云
、「
疑
不
思
議
智
者
、
疑
一
形
罪
人
以
十
念
不
可
得
生
。
不
思
議
智
者
、
以
軽
為
重
、

以
重
為
軽
。
乃
至
等
也
以
有
碍
識
疑
無
碍
法５
」
已
上
略
抄
。
文
意
者
、『
大
経
』
不
思
議
与
『
観
経
』

下
品
往
生
、
其
意
是
一
也
。
離
本
願
称
名
、
論
不
思
議
智
、
何
師
意
哉
、
出
在
何
文
。
凡
於

浄
土
教
雖
異
義
多
、
未
聞
廃
弥
陀
本
願
而
立
浄
土
、
未
見
捨
称
名
念
仏
而
判
往
生
。
智
者
捧

聖
教
用
為
明
札
、
愚
者
以
仮
説
而
如
金
言
。
一
旦
似
有
道
理
、
再
往
論
之
悉
非
。
其
義
、
為

有
相
為
無
相
、
為
自
力
為
他
力６
。
悲
哉
、
先
徳
引
諸
仏
誠
言
、
而
彰
称
名
念
仏
之
実
、
末
学

任
一
身
愚
意
、
而
失
口
称
三
昧
之
徳
。
師
子
中
虫
、
更
非
他
人
。
彼
三
心
中
已
、
云
「
一
心

専
念
弥
陀
名
号
」、
云
「
十
声
一
声
定
得
往
生７
」。
信
心
之
上
、
応
備
於
行
、
起
行
之
上
、
応

云
く
、「
旰
」
は
晩
な
り
、
晏
な
り
と
。
案
ず
る
に
、「
肝
」

「
汗
」「
旰
」
三
者
意
通
ぜ
ず
、「
䏏
」「
汙
」「

」「

」

の
如
き
の
類
も
亦
然
り
。
疑
ふ
ら
く
は
「
感
」
の
音
通
誤

写
か
。

（
10
）
此
こ
に
田
版
広
版
「
尤
」
あ
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案

ず
る
に
、
此
の
字
微
せ
ば
上
句
と
文
対
せ
ず
。
当
に
補
ふ

べ
し
。

（
11
）
『
選
択
集
』
第
十
六
章
云
く
、「
爰
知
、
善
導
和
尚
者
、

行
発
三
昧
、
力
堪
師
位
、
解
行
非
凡
、
将
是
暁
矣
」
と
。

（
12
）
『
選
択
集
』
末
尾
云
く
、「
静
以
、
善
導
『
観
経
疏
』
者
、

西
方
指
南
、
行
者
目
足
也
。
然
則
、
西
方
行
人
必
須
珍
敬

矣
」
と
。

（
13
）
『
選
択
集
』
末
尾
云
く
、「
可
謂
、
又
此
文
是
弥
陀
直
説
」

と
。

（
14
）
『
選
択
集
』
末
尾
云
く
、「
仰
討
本
地
者
、
四
十
八
願
之

法
王
也
、
十
劫
正
覚
之
唱
、
有
憑
于
念
仏
、
俯
訪
垂
迹
者
、

専
修
念
仏
之
導
師
也
、
三
昧
正
受
之
語
、
無
疑
于
往
生
」

と
。

第
五
条

（
1
）
「
句
」、
底
本
「
勺
」
に
作
り
、
田
版
広
版
「
句
」
に
作

り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、「
勺
」
は
こ
れ
「
句
」

の
略
字
な
り
。
故
に
改
む
。

（
2
）
「
未
尽
」、
底
本
「
未
盡
」
に
作
り
、
田
版
広
版
「
末
書
」

に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ざ
る
が

如
し
。
当
に
「
末
書
」
に
作
る
べ
し
。

（
3
）
「
捧
」、
田
版
「
咲
」
に
作
り
、
広
版
「
啳
」
に
作
り
て

付
訓
「
マ
ケ
」
あ
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、
当

に
「
捲
」
に
作
る
べ
し
。「
捲
」「
捧
」「
啳
」
三
字
の
行

草
体
相
近
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
釈
文
を
捲
き
収
め
て
読

ま
ず
。
こ
れ
則
ち
下
句
「
披
見
本
書
」
と
意
対
す
。
広
版
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具
於
信
、
尤
以
顕
然
也
。
若
以
起
行
為
方
便
而
捨
称
名
、
以
安
心
為
真
実
而
廃
本
願
者
、
於

何
仏
係
憑
、於
何
行
立
信
。先
師
云
、「
世
人
若
楽
観
仏
等
不
修
念
仏
、是
遠
・
乖
弥
陀
本
願
、

亦
是
近
違
釈
尊
付
属８
」
已
上
。
然
於
雑
行
者
、
嫌
疎
雑
不
行
、
於
称
名
者
、
名
方
便
無
修
。

楽
観
仏
等
不
修
念
仏
、
猶
乖
仏
意９
、
専
雑
共
捨
正
助
悉
廃
、
豈
順
聖
教
。
前
仏
禁
悪
業
者
、

後
仏
須
同
其
教
、
師
匠
勧
称
名
者
、
弟
子
盍
追
其
跡
。
濁
世
衆
生
勧
行
尚
猶
預
、
能
化
導
師

遮
勤
誰
精
進
。
滅
罪
之
計
爰
絶
、
生
善
之
便
已
失
者
歟
。
抑
何
人
作
文
、
不
顕
本
意
。
心
無

形
者
、
以
言
顕
之
、
言
易
忘
者
、
染
筆
留
之
。
先
師
上
人
、
已

二
河
艱
難
之
波
、
雖
移
九

品
安
養
之
岸
、
寄
言
・Ａ
有
縁
同
行
、
而
作
一
巻
之
書
、
及
志
於
無
縁
衆
生
、
而
教
専
念
之
行
。

若
此
非
実
語
者
、
留
無
益
言
歟
、
染
無
利
筆
歟
。
帰
此
書
人
者
、
今
昔
皆
念
仏
、
背
此
書
・Ｂ

者
、
近
遠
懈
称
名
。
何
為
無
益
之
言
、
何
云
無
利
之
説
。
応
知
。

七
者
、「
此
集
以
行
者
之
功
為
往
生
之
行
、
未
明
正
因
正
行
法
門
」云
云
。
所
言
正
因
正
行
者
、

摂
去
行
於
弥
陀
之
体
、
而
談
能
所
一
体
、
即
修
因
於
領
解
之
心
、
而
教
解
行
不
二
。
離
理
而

云
不
二
、
在
事
而
云
一
体
。
此
非
聖
道
所
談
、
復
非
浄
土
所
立
。
縦
雖
談
不
二
法
門
、
全
無

失
而
二
道
理
、
何
況
於
事
相
教
門
乎
。
本
願
云
、「
設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
至
心
信
楽
欲
生

我
国
、
乃
至
十
念
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
」、
釈
云
、「「
若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
称
我
名
号
、

下
至
十
声
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
」。
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
。
当
知
、
本
誓
重
願
不
虚
、
衆

生
称
念
必
得
往
生１
」已
上
。
窺２
此
等
文
意
、
未
見
能
所
一
体
、
未
云
解
行
不
二
。「
至
心
信
楽
」

是
安
心
也
、「
乃
至
十
念
」
是
起
行
也
。
然
者
正
因
之
上
、
十
念
之
行
也
。
爰
「
十
念
即
安
心
、

〻
〻
即
領
解
、
〻
〻
即
去
行
、
〻
〻
即
・
体３
」
云
云
。
此
則
４

文
之
株
、
忘
教
大
旨
歟
。
経

云
「
十
念
」、
釈
云
「
十
声
」。
先
師
引
聖
教
来
証
、
成
念
声
一
義
。
所
言
声
、
云
何
領
解
乎
。

凡
師
弟
義
相
違
、
其
例
雖
甚
多
、
未
曽
聞
破
師
義
。
聖
道
教
法
非
一
、
浄
土
人
師
是
多
、
其

中
誰
人
嘲
先
徳
義
。
然
不
引
聖
教
文
証
、
不
依
先
師
遺
書
、
偏
以
人
情
、
准
義
而
立
、
此
先

付
訓
「
マ
ケ
」
は
マ
ク
の
誤
か
。

（
4
）
「
経
釈
之
」、
底
本
「
経
之
」
の
間
に
小
圏
点
を
施
し

「
釈
」
を
右
傍
に
書
す
。

（
5
）
「
掠
」、
諸
本
此
く
の
如
く
、
河
記
出
校
せ
ず
、
広
版
に

付
訓
「
カ
ス
メ
リ
」
あ
り
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
、
ま

た
上
句
「
明
」
と
意
対
せ
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
「
昧
」
の
誤

か
。

（
6
）
「
計
」、
田
版
広
版
「
許
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。

案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ざ
る
が
如
し
。
当
に
「
許
」
に
作
る

べ
し
。

（
7
）
『
選
択
集
』
末
尾
に
出
づ
。

第
六
条

（
1
）
『
選
択
集
』
第
八
章
に
出
づ
。
経
は
則
ち
『
観
無
量
寿

経
』、
釈
は
則
ち
『
往
生
礼
讃
』
な
り
。

（
2
）
此
の
廿
二
字
、
案
ず
る
に
、
難
者
を
謂
へ
り
。

（
3
）
『
無
量
寿
経
』
に
出
づ
。

（
4
）
『
往
生
礼
讃
』
に
出
づ
。

（
5
）
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
に
出
づ
。
略
抄
な
り
。「
等
也
」、

田
版
広
版
「
等
也
莫
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
本
書

云
く
、「
安
得
以
有
碍
之
識
疑
彼
無
碍
之
法
乎
」
と
。
案

ず
る
に
、
若
し
「
莫
」
字
あ
ら
ば
意
通
ず
る
が
如
し
と
雖

も
、「
等
也
」
二
字
未
だ
安
ん
ぜ
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
、
誤

り
て
草
体
「
安
」
を
以
て
「
也
等
」
に
作
り
、
而
し
て
「
等

也
」
に
作
る
か
。

（
6
）
「
他
力
悲
」、
底
本
「
他
悲
」
の
間
に
小
圏
点
を
施
し

「
力
」
を
右
傍
に
書
す
。

（
7
）
此
の
二
文
、『
選
択
集
』
第
八
章
の
引
く
所
な
り
。
前

者
は
『
観
経
疏
』
に
出
で
、
後
者
は
『
往
生
礼
讃
』
に
出

づ
。

（
8
）
『
選
択
集
』
第
十
二
章
に
出
づ
。「
是
遠
乖
弥
陀
本
願
」、
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徳
所
禁
、
不
可
不
恐
。
菩
薩
猶
請
仏
証
、
必
須
定
是
非
、
凡
夫
何
任
我
意
、
容
成
自
義
乎
。

倩
原
師
資
来５
意
者
、
上
代
先
徳
於
経
得
自
在
故
、
取
意
引
文
、
末
代
人
師
於
経
恐
深
意
故
、

如
言
引
文
。
但
経
文
幽
玄
者
、
就
経
儲
釈
、
猶
深
奥
者
、
副
本
量６
末
。
然
不
順
本
書
、
不
拘

末
書
、
自
在
立
義
、
無
窮
吐
言
。
尤
可
斟
酌
、
尤
可
思
択
。
只
非
失
於
自
行
、
見
重
数
遍
之

人
者
、
毎
見
喧
之
、
向
積
念
数
之
輩
者
、
毎
向
咲７
之
。
粗
尋
漢
家
本
朝
先
蹤
、
道
綽
禅
師
化

并
州
者
、
七
歳
已
上
皆
念
仏
、
小
康８
法
師
誘
陸
郡９
者
、
小
児
之
類
悉
称
名
。
和
尚
化
導
流
布

漢
土
、
而
京
花
諸
州
僧
尼
士
女
偏
修
梵
行
、
先
師
勧
誘
充
満
日
域
、
而
洛
陽
万
国
貴
賎
上
下

普
勇
浄
業
。
有
智
無
智
併
唱
仏
号
、
在
家
出
家
等
翫
称
名
。
加
之
、
自
行
勇
猛
、
言
語
道
断
。

或
寒
冷
流
汗
、
表
至
誠
相
、
或
火
急Ａ
責
体
、
示
慇
重
志
。
恵
心
先
徳
、
勧
「
外
儀
雖
異Ｂ
、
心

念
常
存
、
念
〻
相
続
、
寤
寐
莫
忘Ｃ
」、
先
師
上
人
、
励
「
念
仏
恒
沙
、
無
上
功
徳
、
復
応
恒
沙Ｄ
」。

如
是
応
知
、
和
漢
両
朝
先
師
先
徳
、
豈
云
不
領
解
仏
意
乎
、
寧
云
不
通
達
深
義
乎
。
難
者
云
、

「
彼
等
諸
師
更
不
為
自
行
、
偏
為
利
他
行
也
」。
答
、「
彼
等
諸
師
不
為
自
行
」、
見
何
伝
、
出

何
文
。
又
先
達
若
為
利
他
行
者
、
当
世
追
其
跡
尤
可
行
。
然
自
他
共
不
行
、
師
弟
同
不
勤
。

菩
薩
尚
兼
自
行
、
凡
夫
何
不
然
乎
。
正
因
中
已
「
就
行
立
信
」、
挍Ｅ
此
釈
有
「
五
番
相
対Ｆ
」。

然
者
正
因
之
前
者
、
雑
行
即
云
正
行
、
其
義
不
分
明
歟
。『
般
舟
讃
』
云
、「
万
行
倶
回
皆
得

往
。
念
仏
一
行
最
為
尊
。
回
生
雑
善
恐
力
弱
。
無
過
一
日
七
日
念
」
已
上
。
雖
回
向
得
生
、

不

雑
名
明
。
爰
知
、
万
行
皆
成
念
仏
而
得
生
。
義
甚
以
幽
玄
也
。
約
取
辺
者
、
雑
行
悉
取

之
、
約
捨
辺
者
、
正
業
尚
捨
之
。
大
増
大
減
過
、
尤
易
招
者
歟
。
又
就
「
言
阿
弥
陀
仏
者
即

是
其
行
」
之
文
、
料
簡
「
去
行
在
仏
体
」。
然
此
集
已
引
彼
文
、
釈
「
能
帰
行
者
之
願
行
易
具
」

之
旨
。
云
経
文
云
釈
意
、
云
私
言
云
道
理
、
尤
顕
然
也
。
応
知
。

八
者
、「
此
集
所
立
宗
義
、
此
不
足
也
。
当
世
宗
義
、
其
意
斯
周
」
云
云
。
然
先
師
上
人
、
立

二
門
判
一
代
聖
教
、
而
例
四
教
五
時
等
之
教
相
、
待
諸
行
顕
一
行
精
微
、
而
例
随
他
随
自
等

諸
本
此
く
の
如
く
、
河
記
出
校
せ
ず
。
本
書
云
く
、「
是

遠
非
乖
弥
陀
本
願
」
と
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
是
れ
遠
く
は

弥
陀
の
本
願
に
乖
く
の
み
に
非
ず
。
案
ず
る
に
、「
非
」

字
微
せ
ば
文
対
せ
ず
。
当
に
補
ふ
べ
し
。

（
9
）
「
意
」、
田
版
此
く
の
如
く
、
河
記
広
版
「
智
」
に
作
る
。

（
10
）
此
こ
に
田
版
広
版
「
於
」
あ
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案

ず
る
に
、
此
の
字
微
せ
ば
文
対
せ
ず
。
当
に
補
ふ
べ
し
。

（
11
）
諸
本
此
く
の
如
く
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、
上

句
と
文
対
せ
ず
。疑
ふ
ら
く
は
、此
こ
に
一
字
を
脱
せ
る
か
。

第
七
条

（
1
）
此
の
二
文
、『
選
択
集
』
第
三
章
に
見
ゆ
。
前
者
は
『
無

量
寿
経
』
に
出
で
、
後
者
は
『
往
生
礼
讃
』
に
出
づ
。

（
2
）
「
窺
」、
田
版
広
版
「
闚
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。

二
字
の
意
異
な
る
こ
と
、
第
一
条
脚
註
を
見
る
べ
し
。
案

ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
当
に
「
闚
」
に
作
る
べ
し
。

（
3
）
「
体
」、
田
版
広
版
「
仏
体
」
に
作
り
、
河
記
「「
仏
」

ノ
字
ナ
シ
」
と
云
ふ
。
案
ず
る
に
、「
仏
」
字
微
せ
ば
上

三
句
と
文
対
せ
ず
。
当
に
補
ふ
べ
し
。

（
4
）
「

」、
底
本
付
訓
「
ツ
マ
ツ
ヒ
テ
」
あ
り
、
田
版
「
跌
」

に
作
り
、
広
版
「
趺
」
に
作
り
て
付
訓
「
ツ
マ
ツ
イ
テ
」

あ
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、
こ
れ
蹉
跌
の
意
な

り
。
当
に
「
跌
」
に
作
る
べ
し
。

（
5
）
「
来
」、
田
版
広
版
「
素
」
に
作
り
、
河
記
「「
来
」
ニ

作
リ
「
素
歟
」
ト
旁
書
ス
」
と
云
ふ
。

（
6
）
「
量
」、
田
版
広
版
「
置
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。

案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
当
に
「
置
」
に
作
る
べ
し
。

（
7
）
「
咲
」、
底
本
「
嘆
」
に
作
り
、
右
傍
に
小
圏
点
を
施
し

上
欄
外
に
「
笑
」
を
書
す
。
解
題
を
見
る
べ
し
。
田
版
広

版
「
咲
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。『
新
撰
字
鏡
』
云
く
、

「
㗛
」「
咲
」
二
字
同
じ
、
喜
ぶ
な
り
、
謔
る
な
り
と
。
案
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之
廃
立
。
皆
有
証
拠
、
悉
有
准
例
。
此
則
「
浄
土
宗
『
観
無
量
寿
経
』
意
也１
」
云
云
。
其
意
者
、

聖
道
家
『
観
無
量
寿
経
』
者
、
為
其
宗
為
権
教
、
又
為
所
廃
、
浄
土
宗
『
観
無
量
寿
経
』
者
、

為
自
宗
為
依
憑
、
又
為
所
立
。
然
者
広
引
聖
道
諸
教
、
悉
入
三
福
業
、
已
以
三
福
諸
業
、
遍

配
当
九
品
。
然
後
廃
彼
諸
行
、
立
念
仏
行
。
此
則
「
浄
土
宗
『
観
無
量
寿
経
』
意
也
」。
経

是
雖
一
部
、
互
為
主
為
伴
。
此
集
大
旨
、
偏
在
此
事
。
設
雖
諍
宗
義
、
未
難
此
集
、
多
雖
欝

立
教
、
未
破
此
書
。
但
此
書
始
流
布
之
時
、
或
咎
廃
読
誦
大
乗
、
点
筆
破
之
、
或
痛
捨
発
菩

提
心
、
結
詞
難
之
。
雖
然
、
倩
思
惟
還
自
焼
、
屡
審
察
悔
而
裂２
。
至
当
世
宗
義
者
、
無
所
挍

之
例
証
、
無
所
引
之
現
文
、
無
所
立
之
道
理
、
無
所
許
之
分
際
。
心
手３
短
者
、
無
取
法
財
。

自
心
浅
短
、
還
下
師
訓
。
此
則
不
計
涯
分
、
不
顧
罪
報
故
也
。
応
知
。

九
者
、「
此
集
所
明
、
悉
是
随
機
説
也
。
於
実
義
者
、
我
独
相
伝
」
云
云
。
若
面
受
口
決
者
、

何
故
年
〻
改
義
、
時
〻
易
言
。
准
前
思
今
、
未
来
不
定
。
又
先
師
在
生
之
化
儀
者
、
敢
不
違

此
集
之
義
勢
。
現
蒙
其
化
、
得
益
者
幾
哉
。
或
見
紫
雲
、
或
聞
異
香
、
或
感
仏
化１
、
或
拝
聖

衆
。
加
之
、
臨
終
正
念
、
満
十
念
者
、
算
数
難
量
、
記
録
難
尽
。
先
師
之
言
若
方
便
者
、
何

以
顕
如
此
現
証
。
但
当
世
流
布
義
者
、「
以
臨
終
之
正
念
不
正
念
、
無
定
往
生
極
楽
之
得
不
」。

唯
偏
諧
自
義
為
正
、
随
他
人
為
邪
計
也
。
依
之
、
不
許
先
賢
往
生
、
不
貴
当
機
霊
瑞
。
倩
以
、

去
者
不
来
而
告
、
留
者
無
往
而
見
。
聖
教
無
証
拠
、
伝
記
無
先
蹤
。
於
臨
終
顛
倒
之
行
者
、

云
何
知
往
生
、
云
何
記
其
相
。
凡
以
臨
終
善
悪
、
定
当
生
苦
楽
、
是
如
来
金
言
、
誰
人
疑
慮

之
。
是
故
恵
心
、
故
作
臨
終
行
儀
、
専
勧
最
後
正
念
。『
往
生
要
集
』
云
、「
念
仏
功
積
、
運

心
年
深
者
、
臨
命
終
時
、
大
喜
自
生
」
已
上
。
和
尚
、
或
明
看
病
法
用
、
或
祈
心
不
顛
倒
。

委
旨
見
『
臨
終
要
決
』。
又
先
師
常
言
云
、「
武
士
与
上
人
、
多
到
最
後
顕
於
恥
辱
」。
明
知
、

「
可
臨
終
正
念
」
思
食
事
。
静
商
量
者
、
恒
沙
宿
善
貯
内
、
無
上
功
徳
積
外
。
罪
障
悉
消
、

聖
衆
恒
守
。
如
来
迎
接
、
菩
薩
䠒２
跪
。
浄
果３
忽
萌
、
聖
果
已
隣
。
四
魔
遠
去
、
万
善
爰
熟
。

ず
る
に
、「
嘆
」
は
意
通
ぜ
ず
、「
笑
」
は
是
の
時
用
ひ
ら

れ
ず
。
故
に
改
む
。

（
8
）
「
小
康
」、
河
記
広
版
此
く
の
如
く
、
田
版
「
少
康
」
に

作
る
。

（
9
）
「
陸
郡
」、
諸
本
此
く
の
如
く
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず

る
に
、「
睦
郡
」
是
な
り
。

（
10
）
「
急
」、
底
本
「

」
に
作
り
、
田
版
広
版
「
急
」
に
作

り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、「

」
は
字
書
に
見

え
ず
、「
急
」
の
草
体
は
「

」
に
似
た
り
。「

」
は
当

に
「
急
」
の
誤
と
為
す
べ
し
。
故
に
改
む
。

（
11
）
「
異
」、
底
本
「
畢
」
に
作
り
、
左
傍
に
小
圏
点
を
施
し

右
傍
に
「
異
」
を
書
す
。
解
題
を
見
る
べ
し
。
田
版
広
版

「
異
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
故
に
改
む
。

（
12
）
『
往
生
要
集
』
に
出
づ
。

（
13
）
『
選
択
集
』
第
五
章
に
出
づ
。

（
14
）
「
挍
」、
底
本
「
校
」
に
作
り
、
田
版
広
版
「
扶
」
に
作

り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
広
版
に
付
訓
「
ス
カ
テ
」
あ
り
。

案
ず
る
に
、「
挍
」
是
な
り
。
序
文
脚
註
を
見
る
べ
し
。

（
15
）
『
選
択
集
』
第
二
章
に
見
ゆ
。「
就
行
立
信
」
は
『
観
経

疏
』
に
出
づ
。

第
八
条

（
1
）
『
選
択
集
』
第
十
二
章
に
出
で
、「
一
期
物
語
」
に
見
ゆ
。

（
2
）
「
裂
」、
底
本
「

」
に
作
り
、
右
傍
に
小
圏
点
を
施
し

上
欄
外
に
「
裂
」
を
書
す
。
解
題
を
見
る
べ
し
。
田
版
広

版
「
裂
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
故
に
改
む
。

（
3
）
「
心
手
」、
田
版
広
版
「
信
手
」
に
作
り
、
河
記
「「
心
乎
」

ニ
作
リ
「
信
手
」
ヲ
旁
書
ス
」
と
云
ふ
。
案
ず
る
に
、「
短

者
、
無
取
法
財
」
は
『
大
智
度
論
』
に
出
づ
。
云
く
、「
無

信
如
無
手
。
無
手
人
入
宝
山
中
、
則
不
能
有
所
取
。
無
信

亦
如
是
。
入
仏
法
宝
山
、
都
無
所
得
」
と
。
疑
ふ
ら
く
は
、



『
選
択
要
決
』
校
註
稿

（13）68

覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
晴４
。
有
何
道
理
、
身
心
顛
倒
。
不
載
諸
家
伝
記
、
不
見
諸
師
解
釈
。
和

尚
筆
点
不
足
歟
、
先
師
智
分
不
及
歟
。
先
師
述
懐
云
、「
貧
道
昔
披
閲
茲
典
、
粗
識
素
意
、

立
捨
余
行
、
云
帰
念
仏
。
自
其
已
来
至
于
今
日
、
自
行
化
他
唯
縡
念
仏５
」
已
上
。
遺
書
之
趣
、

偏
勧
称
名
、
在
生
之
行
、
専
在
念
仏
。
我
等
憑
不
定
相
伝
、
不
如
依
此
書
称
名
。
漏
釈
尊
在

世
、
雖
残
恨
於
二
千
余
年
之
霞
、
値
三
部
妙
典
是
悦
、
生
善
導
滅
後
、
雖
致
憂
於
五
百
余
載

之
雲
、
披
九
巻
章
疏
又
幸
。
但
先
師
上
人
、
恭
括６
経
蔵
、
行
者
自
宝７
、
唯
示
在
此
。
因
茲
此

経
重
増
色
、
不
知
釈
迦
之
応
現
在
覧８
、
于
時
此
釈
再
挙
徳
、
不
識
善
導
之
来
生
在
覧
。
哀
哉
、

去
娑
婆
已
送
五
〻
星
霜
、
愁
歎
幾
多
、
移
浄
土
早９
坐
三
〻
芙
蓉
、
利
生
定
感
。
悲
喜
涙
交
流
、

後
会
期
浄
土
。
尊
体
隠
、
遺
跡
娥Ａ
、
古
言
止
、
筆
点
芳
。
所
教
偏
萌
本
願
、
所
勧
唯
在
称
名
。

此
則
経
肝
心
、
釈
折
中
也
。
披
此
書
者
、
恋
面
拝
之
昔
、
企
此
行
者
、
悲
教
訓
之
古
。
然
上

今
下
古
、
全
非
比
挍
歟
。
設
雖
聞
此
等
説
、
更
不
生
一
念
疑
心
、
唯
増
長
成
就
我
決
定
上
〻

信
心
。
何
以
故
。
先
師
所
説
、
符
合
釈
故
、
随
順
経
故
、
証
利
多
故
、
智
者
貴
故
、
利
生
広

故
、
智
行
足
故
也
。
彼
井
底
説
無
常
法
狐
、
天
帝
拝
之
為
師
、
雪
山
唱
生
滅
偈
鬼
、
大
士
敬

之
如
仏
。
皆
重
法
軽
身
習
也
。
然
於
師
範
説
、
悉
以
埋
之
。
拙
哉
、
愚
哉
、
悲
哉
、
痛
哉
。

応
知
。

十
者
、「
此
集
明
往
生
之
分
際
、
未
立
成
仏
実
義
」
云
云
。
然
『
玄
義
』
云
、「
一
心
回
願
往

生
浄
土
為
体
」、
又
云
、「
道
理
成
仏
之
法
、
要
須
万
行
円
備
、
方
乃
剋
成
。
豈
将
念
仏
一
行
、

即
望
成
者
無
有
是
処
」、
又
云
、「
一
正
一
依
、
豈
得
相
似
」、
又
云
、「
正
報
難
期
、
一
行
雖

精
未
剋
」已
上
。
先
師
立
宗
名
、
即
名
浄
土
宗
。
凡
三
部
四
巻
経
中
、
未
以
往
生
浄
土
名
方
便
、

五
部
九
巻
釈
中
、
未
以
直
至
道
場
為
真
実
。
面
嫌
称
名
、
立
同
通
論
之
見
、
直
期
仏
果
菩
提
、

則
堕
別
時
之
意
。
自
失
誤
他１
、
不
可
尋
外
。
又
於
所
帰
仏
体
、
云
非
三
身
摂
。
浄
土
人
師
雖

多
、
三
身
三
土
之
外
、
未
見
弁
仏
身
、
聖
道
法
門
雖
広
、
四
身
四
土
之
外
、
未
聞
論
仏
体
。

「
心
手
」
は
こ
れ
「
信
手
」
の
音
通
誤
写
か
。

第
九
条

（
1
）
「
仏
化
」、
田
版
広
版
「
化
仏
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ

ず
。
案
ず
る
に
、
こ
れ
倒
に
し
て
、
当
に
「
化
仏
」
に
作

る
べ
し
。

（
2
）
「
䠒
」、
河
記
広
版
此
く
の
如
く
、
田
版
「
胡
」
に
作
る
。

案
ず
る
に
、「
胡
跪
」「
䠒
跪
」
意
同
じ
。

（
3
）
「
果
」、
田
版
広
版
「
業
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。

案
ず
る
に
、
底
本
の
「
浄
果
忽
萌
、
聖
果
已
隣
」
に
作
り
、

上
下
二
句
に
於
い
て
「
果
」
を
重
用
せ
る
こ
と
、
疑
ふ
べ

し
。
然
れ
ど
も
、
田
版
広
版
の
「
浄
業
」
は
こ
れ
念
仏
の

意
な
り
。
臨
終
正
念
し
如
来
迎
接
し
、
而
し
て
後
に
念
仏

忽
ち
萌
す
と
為
す
は
、則
ち
意
通
ぜ
ず
。疑
ふ
ら
く
は
「
華
」

の
誤
か
。「
華
」「
果
」
二
字
は
音
通
じ
、「
華
」「
業
」
二

字
の
草
体
は
相
近
く
、「
浄
華
」「
聖
果
」
二
語
は
意
対
す
。

（
4
）
「
覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
晴
」、
田
版
「
覚
目
已
輝
、
長
夜

欲
明
」
に
作
り
、
河
記
「
目
ヲ
「
日
」
ニ
作
ル
。
明
ヲ
「
晴
」

ニ
作
リ
「
明
」
ヲ
旁
書
ス
」
と
云
ひ
、
広
版
「
覚
日
已
輝
、

長
夜
欲
明
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
日
已
に
輝
き
て
夜
未

だ
明
け
ず
と
為
す
は
、
則
ち
意
通
ぜ
ず
。「
明
」
を
以
て

「
晴
」
を
改
む
る
も
ま
た
非
な
り
。「
日
」
は
当
に
「
月
」

に
作
る
べ
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
覚
悟
の
月
已
に
輝
き
て

長
夜
の
雲
散
ぜ
ん
と
欲
す
。

（
5
）
『
選
択
集
』
末
尾
に
出
づ
。

（
6
）
「
括
」、
広
版
此
く
の
如
く
に
し
て
付
訓
「
カ
ナ
リ
テ
」

あ
り
、
河
記
「「
括
」
ニ
作
リ
「
探
」
ヲ
旁
書
ス
」
と
云
ひ
、

田
版
「
探
」
に
作
る
。『
新
撰
字
鏡
』
云
く
、「
括
」
は
捜

す
な
り
、
阿
奈
久
留
な
り
と
。
案
ず
る
に
、
意
通
ず
。

（
7
）
「
自
宝
」、
底
本
「
自
寶
」
に
作
り
、
田
版
広
版
「
目
足
」

に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、「
寶
」
の
略
字
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先
徳
已
判
報
身
、
末
学
云
非
三
身
。『
玄
義
』
云
、「
過
現
諸
仏
、
弁
立
三
身
。
除
斯
已
外
、

更
無
別
体
」
已
上
。
法
報
応
化
之
外
、
仮
何
名
、
論
何
体
。
於
虚
空
界
如
論
寸
尺
、
酌
江
河

流
似
乾
源
底
。
不
順
他
宗
法
門
、
不
随
自
宗
先
達
。
嫌
依
報
期
正
報
、
遮
去
行
教
領
解
。
名

顕
行
悉
捨
、
号
示
観
皆
取
。
雖
取
不
行
、
不
行
募
行
。
先
師
云
、「
随
他
之
前
、
暫
雖
開
定

散
門
、
随
自
之
後
、
還
閉
定
散
門２
」、
当
世
談
、「
顕
行
之
前
、
雖
閉
定
散
門
、
示
観
之
後
、

還
開
定
散
門
」。
誠
黒
白
、
誠
水
火
。
云
何
会
、
云
何
通
。
凡
此
集
所
明
法
門
、
甚
広
大
深

遠
者
、
結
五
言
四
行
之
偈
頌
、
示
数
十
余
張
之
肝
心
。
頌
曰
、「

速
欲
離
生
死

二
種
勝

法
中

且
閣
聖
道
門

選
入
浄
土
門

欲
入
浄
土
門

正
雑
二
行
中

且
抛
諸
雑
行

選
応

帰
正
行

欲
修
於
正
行

正
助
二
業
中

猶
傍
於
助
業

選
応
専
正
定

正
定
之
業
者

即

是
称
仏
名

称
名
必
得
生

依
仏
本
願
故３

」。
又
云
、「
庶
幾
一
経
高
覧
之
後
、
埋
壁
底
莫

遺
窓
前
。
恐
為
不
令
破
法
之
人
堕
悪
道
也４
」
云
云
。
大
衆
同
心
、
皆
当
懺
悔
所
有
破
法
罪
業

因
縁
。
問
、「
今
所
引
偈
頌
、
此
集
肝
心
者
、
不
挙
三
心
、
有
何
意
乎
」。
答
、
其
安５
心
者
、

信
心
為
詮
。
然
者
已
云
、「
正
定
之
業
者
、
即
是
称
仏
名
。
称
名
必
得
生
、
依
仏
本
願
故
」。

此
即
「
就
行
立
信
」
意
也
。
或
人
問
上
人
云
、「
釈
本
願
略
安
心
、
有
何
意
」。
答
、「
衆
生

称
念
、
必
得
往
生
、
是
即
安
心
也
。
言
安
心
者
、
信
為
肝
心６
」
云
云
。
問
、「
或
人
云
、「
此

集
是
当
初
依
上
人
命
、
我
集
要
文
」。
其
実
不
如
何
」。
答
、
集
『
選
択
』
一
巻
之
文
、
当
建

久
第７
九
之
暦
。
算
歳
月
之
積
、
向
四
十
回
。
以
年
齢
而
可
知
、
尋
才
芸
・８
可
思
。
問
、「
於

流
布
本
、
有
広
略
異
。
其
相
違
、
有
何
故
」。
答
、
略
者
即
是
高
覧
本
也
。
然
執
筆
弟
子
、

為
初
心
学
者
、
後
加
名
目
。
問
、「
就
異
本
、
其
意
別
耶
」。
答
、
雖
無
幾
別
、
非
無
少
異
。

所
詮
不
可
如
高
覧
本
。
問
、「
処
〻
引
『
往
生
要
集
』
文
。
此
集
意
、
可
同
彼
邪９
」。
答
、
先

師
物
語
云
、「
我
為
出
離
、
久
求
仏
法
。
粗
闚Ａ
顕
密
諸
教
、
大
体
難
解
難
行
也
。
因
茲
、
芳

楞
厳
先
徳
之
跡
、
探
『
往
生
要
集
』
之
趣
。
念
仏
為
正Ｂ
、
諸
行
為
傍
。
位
雖
該
上
下
、
正
為

「
宝
」
の
草
体
は
聊
か
「
足
」
に
近
く
、
ま
た
『
選
択
集
』

末
尾
云
く
「
行
者
目
足
」
と
。
当
に
「
目
足
」
に
作
る
べ

し
。

（
8
）
「
在
覧
」、
ア
ル
ラ
ン
と
訓
ず
。

（
9
）
「
土
早
坐
」、
底
本
「
土
坐
」
に
作
り
二
字
の
間
の
右
に

「
早
」
を
書
す
。

（
10
）
「
娥
」、
諸
本
此
く
の
如
く
、
河
記
出
校
せ
ず
。『
篆
隷

万
象
名
義
』
云
く
、「
娥
」
は
美
な
る
の
皃
と
。案
ず
る
に
、

「
娥
」
は
女
の
美
貌
を
謂
ひ
、
而
し
て
堂
の
威
容
を
謂
は

ず
。
疑
ふ
ら
く
は
「
峨
」
の
誤
か
。
同
書
云
く
、「
峨
」

は
高
き
の
皃
と
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
尊
体
は
隠
匿
せ
ら
る

る
も
遺
跡
は
盛
壮
た
り
。

第
十
条

（
1
）
「
自
失
誤
他
」、
田
版
広
版
「
自
失

他
」
に
作
り
、
河

記
出
校
せ
ず
。『
観
経
疏
』
に
出
づ
。
同
書
一
本
は
「
自

失
誤
他
」
に
作
り
、
一
本
は
「
自
失

他
」
に
作
る
。

（
2
）
『
選
択
集
』
第
十
二
章
に
出
づ
。

（
3
）
『
選
択
集
』
第
十
六
章
に
出
づ
。空
格
十
七
、底
本
あ
り
、

田
版
広
版
な
く
、
河
記
出
校
せ
ず
。

（
4
）
『
選
択
集
』
末
尾
に
出
づ
。

（
5
）
「
安
」、
広
版
此
く
の
如
く
、
田
版
「
三
」
に
作
り
、
河

記
出
校
せ
ず
。

（
6
）
「
一
期
物
語
」
に
見
ゆ
。

（
7
）
「
第
」、
底
本
「
弟
」
に
作
り
、
田
版
河
記
広
版
「
第
」

に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
弟
」
は
こ
れ
「
第
」
の
略
字
な
り
。

故
に
改
む
。

（
8
）
此
こ
に
田
版
広
版
「
而
」
あ
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案

ず
る
に
、
此
の
字
微
せ
ば
上
句
と
文
対
せ
ず
。
当
に
補
ふ

べ
し
。

（
9
）
「
邪
」、
田
版
広
版
「
耶
」
に
作
り
、
河
記
出
校
せ
ず
。
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凡
下
類
。
但
凡
下
行
相
、
引
道
綽
善
導
釈
、
所
引
専
雑
之
文
、
尚
以
不
分
明
。
故
以
『
往
生

要
集
』
而
為
先
達
、
知
浄
土
法
門
之
沖
微
也Ｃ
」。
以
観
察
為
助
業
、
以
称
名
為
正
業
。
此
義

聊
相
違
歟
。
問
、「
上
已
引
道
綽
懐
感
恵
心
等
、
同
之
。
何
云
有
其
相
違
耶
」。
答
、
引
彼
等

師
意
者
、
只
同
分
二
行
之
篇
也
。
全
非
為
同
義
分
引
之
。
以
何
得
知
。
此
集
終
云
、「
師
資

之
釈
、
其
相
違
甚
多
。
故
不
用
之Ｄ
」。
明
知
、
不
同
義
分
。
応
知Ｅ
。

夫
『
選
択
本
願
念
仏
集
』、
是
渡
苦
海
之
船
筏
、
到
浄
土
之
眼
目
也
。「
道
俗
貴
賎
、
誰
不
帰

者１
」。
願
置
坐
右
、
須
備
廃
忘
。
他
門
行
人
、
尋
跡
雖
来
、
自
家
学
者
、
失
道
違
背
。
昔
面

抛
雑
行
、
而
積
念
仏
之
功
、
今
剰
閣
正
業
、
現
破
進
趣
之
見
。
貴
君
者
不
可
践
影
、
重
師
者

不
可
背
命
。
正
風
空
起
、
邪
山
雲
晴
、
大
虚
雲
散
、
朗
日
光
輝
。
愚
浅
門
流
、
面
〻
下
旧
儀
、

迷
情
末
葉
、
口
〻
軽
遺
誡
。
於
如
来
教
法
雖
致
謗
、
全
不
為
如
来
之
失
、
於
明
師
遺
典
雖
加

難
、
敢
莫
思
明
師
之
過
。
不
忍
聞
之
、
忘
憚
已
決
。
袋
臭２
金
猶
尚
、
啄
鳥３
珠
是
珍
也
、
身
賎

志
猶
清
、
詞
頑
理
是
鮮
也
。
謗
讃
共
結
来
縁
、
自
他
互
垂
引
接４
矣
。

選
択
要
決

案
ず
る
に
、
是
の
時
、「
邪
」
を
疑
辞
に
用
ふ
る
こ
と
な

し
。
当
に
「
耶
」
に
作
る
べ
し
。

（
10
）
「
闚
」、
諸
本
此
く
の
如
く
、
河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る

に
、
意
通
ず
。

（
11
）
「
為
正
諸
」、
底
本
「
為
諸
」
に
作
り
二
字
の
間
の
右
に

「
正
」
を
書
す
。

（
12
）
「
一
期
物
語
」
に
見
ゆ
。

（
13
）
『
選
択
集
』
第
十
六
章
に
出
づ
。

（
14
）
此
の
下
、
底
本
改
行
な
し
、
田
版
改
行
あ
り
、
河
記
出

校
せ
ず
、
広
版
未
詳
。
案
ず
る
に
、
当
に
改
行
す
べ
し
。

「
応
知
」
二
字
を
以
て
一
条
を
結
ぶ
は
、
こ
れ
此
書
の
体

例
な
り
。
故
に
改
む
。

結
文

（
1
）
『
往
生
要
集
』
に
出
づ
。

（
2
）
「
臭
」、
底
本
「

」
に
作
り
、
田
版
「
衆
」
に
作
り
、

河
記
「「
卑
」
ノ
訛
体
」
に
作
る
と
云
ひ
、
広
版
「
卑
」

に
作
る
。
案
ず
る
に
、「

」
是
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、

縦
ひ
臭
き
袋
中
に
在
れ
ど
も
金
は
な
ほ
尚
ぶ
べ
し
。
今
、

通
行
の
字
体
に
改
む
。

（
3
）
「
啄
鳥
」、
田
版
此
く
の
如
く
、
広
版
「
喙
鳥
」
に
作
り
、

河
記
出
校
せ
ず
。
案
ず
る
に
、「
啄
鳥
」「
喙
鳥
」
意
通
ぜ

ず
、
上
句
「
袋
臭
」
と
文
対
せ
ず
。
こ
れ
倒
に
し
て
、
当

に
「
鳥
啄
」
に
作
る
べ
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
鳥
の
啄
む

所
と
為
れ
ど
も
珠
は
こ
れ
珍
な
り
。

（
4
）
「
接
」、
田
版
此
く
の
如
く
、
河
記
「「
攝
」
ノ
訛
体
」

に
作
る
と
云
ひ
、
広
版
「
攝
」
に
作
る
。
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伝
写
過
程
考

『
要
決
』
諸
本
の
伝
写
系
統
を
図
示
す
れ
ば
左
の
如
く
に
な
ろ
う
（
除
く
稿
者
未
見
の
聖
徳
寺

本
）。

第
一
項

了
祥
本
の
傍
註
と
田
版
広
版
の
以
註
改
正

翻
刻
公
刊
さ
れ
た
田
版
と
広
版
に
傍
註
は
全
く
な
い
が
、
謄
写
私
印
さ
れ
た
河
記
に
よ
っ

て
、
広
版
の
底
本
で
あ
る
養
楽
寺
本
で
廿
箇
ほ
ど
の
不
審
字
に
傍
註
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
そ
し
て
二
つ
の
理
由
か
ら
、
養
楽
寺
本
の
傍
註
の
大
部
分
は
同
本
の
書
写
者
に
よ
る

も
の
で
な
く
、
田
版
広
版
の
共
通
祖
本
で
あ
る
了
祥
本
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
浄
教
寺
本
の
第
四
決
に
四
言
二
句
「
闇
夜
無
燈
、
常
開
聖
教
」
が
あ
り
、
こ
の

上
句
第
四
字
を
養
楽
寺
本
は
「
焼
」
に
作
り
「
燈
歟
私
」
と
傍
註
し
て
い
た
と
い
う
。「
私
」

は
同
本
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
同
本
の
傍
註
に

「
私
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
一
箇
所
だ
け
ら
し
い
た
め
、
そ
れ
以
外
の
傍
註
は
原

則
と
し
て
親
本
の
了
祥
本
に
あ
っ
た
も
の
の
転
写
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
浄
教
寺
本
の
第
二
決
に
九
言
二
句
「
已
挙
法
滅
百
歳
之
時
機
、
広
説
法
住
三
時

之
利
益
」
が
あ
り
、
こ
の
下
句
第
二
字
を
養
楽
寺
本
は
「
覧
」
に
作
り
「
況
歟
覧
歟
」
と
傍

註
し
て
い
た
と
い
う
。「
説
」「
況
」「
覧
」
三
字
は
草
書
す
る
と
字
形
が
近
似
す
る
。
し
か
し
、

正
文
を
「
覧
」
と
し
傍
註
を
「
況
歟
覧
歟
」
と
す
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
。
仮
に
「
覧
」
は

「
況
」
の
誤
写
で
な
い
か
と
疑
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
正
文
「
覧
」
に
た
だ
「
況
歟
」
と
の
み

傍
註
す
れ
ば
よ
く
、「
況
歟
覧
歟
」
と
傍
註
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
了
祥
本
は
下

句
第
二
字
が
判
読
困
難
な
草
体
で
あ
っ
て
「
況
歟
覧
歟
」
と
傍
註
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
見

た
養
楽
寺
本
の
書
写
者
は
動
詞
「
覧
」
が
是
だ
と
判
断
し
て
正
文
を
そ
う
作
り
つ
つ
、
親
本

の
傍
註
「
況
歟
覧
歟
」
も
転
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
了
祥
本
に
あ
っ
た
傍
註
は
そ
の
後
の
伝
写
過
程
で
た
だ
残
さ
れ
た
り
省
か
れ
た

り
し
た
だ
け
で
な
く
、
省
か
れ
つ
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
正
文
を
改
め
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

か
っ
た
ら
し
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
以
註
改
正
」
と
仮
称
す
る
。

例
え
ば
、第
九
決
の
あ
る
四
言
二
句
に
つ
い
て
田
版
と
広
版
を
比
較
す
る
と
、前
者
は
「
覚

目
已
輝
、
長
夜
欲
明
」
に
、
後
者
は
「
覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
明
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
て
お
り
、

上
句
第
二
字
に
「
目
」「
日
」
の
異
な
り
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
覚
目
」
で
は
下
句
の
「
長

夜
」
と
意
が
対
に
な
ら
な
い
た
め
、「
覚
目
」
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
し

河
記
に
よ
れ
ば
、
広
版
の
原
本
で
あ
る
養
楽
寺
本
は
「
目
ヲ
「
日
」
ニ
作
ル
。
明
ヲ
「
晴
」

ニ
作
リ
「
明
」
ヲ
旁
書
ス
」
と
い
う
。
養
楽
寺
本
は
正
し
く
は
「
覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
晴明

」

に
作
っ
て
い
た
こ
と
と
、
広
版
は
傍
註
「
明
」
に
よ
っ
て
正
文
「
晴
」
を
改
め
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
養
楽
寺
本
の
傍
註
「
明
」
が
広
版
だ
け
で
な
く
田
版
で
も
正
文
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
傍
註
は
同
本
だ
け
で
な
く
、
田
版
の
原
本
で
あ
る
神
興
本
と
広
版

の
原
本
で
あ
る
養
楽
寺
本
の
共
通
祖
本
で
あ
る
了
祥
本
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
知

ら
れ
る
。

了
祥
本
の
書
写
者
は
、
そ
の
親
本
で
あ
る
西
福
寺
本
が
「
覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
晴
」
に
作
っ

て
い
た
も
の
の
、「
晴
」
は
雲
が
散
ず
る
の
意
で
あ
る
た
め
四
言
二
句
の
意
が
通
じ
ず
、「
明
」

の
誤
字
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
斯
く
傍
記
し
た
に
違
い
な
い
。「
晴
」
を
「
明
」
の
誤
字
と
す

る
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
理
が
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
字
は
行
体
や
草
体
で

も
さ
ほ
ど
近
似
せ
ず
、
ま
た
広
版
の
よ
う
に
「
覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
明
」
に
作
れ
ば
、
日
が

※実線本は現存、破線本は亡佚または所在不明
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す
で
に
輝
き
な
が
ら
夜
が
未
だ
明
け
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
不
審
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
の
四
言
二
句
は
下
句
第
四
字
「
晴
」
を
改
め
ず
、
上
句
第
二
字
「
目
」「
日
」
を
月
に
改

め
る
べ
き
で
あ
る
。
月
が
「
日
」「
目
」
に
誤
ら
れ
易
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た

月
が
す
で
に
輝
き
雲
も
ま
た
散
ぜ
ん
と
欲
す
と
す
れ
ば
不
審
は
な
く
な
る
。

こ
れ
を
時
系
列
で
述
べ
れ
ば
、
西
福
寺
本
は
「
覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
晴
」
に
作
っ
て
お
り
、

了
祥
本
は
「
晴
」
を
誤
字
と
考
え
「
明
」
と
傍
註
し
て
「
覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
晴明

」
と
し
、

養
楽
寺
本
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
が
、
広
川
が
同
本
を
翻
刻
公
刊
す
る
時
に
正
文

「
晴
」
を
傍
註
「
明
」
で
改
め
つ
つ
、
そ
の
改
字
を
註
記
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
以
註
改
正
が
了
祥
本
か
ら
田
版
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
も
生
じ
た
に
違
い
な
い

が
、
そ
れ
が
神
興
に
よ
る
了
祥
本
の
書
写
時
に
生
じ
た
の
か
、
田
中
智
肇
に
よ
る
神
興
本
の

書
写
時
に
生
じ
た
の
か
、
田
中
に
よ
る
自
写
本
の
翻
刻
時
に
生
じ
た
の
か
は
知
り
得
な
い
。

な
お
、
浄
教
寺
本
は
「
覚
日
已
輝
、
長
夜
欲
晴
」
と
な
っ
て
い
る
。

校
勘
そ
の
も
の
は
必
要
な
作
業
で
あ
る
が
、
不
審
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
軽
率
に
字
句
を

改
め
、
そ
の
改
変
を
明
示
し
な
い
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
不
審
な
る
も
の
が
た

だ
の
誤
読
曲
解
で
あ
れ
ば
、
意
図
の
如
何
に
よ
ら
ず
、
校
勘
は
改
竄
と
そ
の
隠
蔽
に
な
っ
て

し
ま
う
。
稿
者
も
ま
た
深
く
自
誡
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
二
項

西
福
寺
本
と
浄
教
寺
本

前
項
で
は
、
第
二
決
の
九
言
二
句
「
已
挙
法
滅
百
歳
之
時
機
、
広
説
法
住
三
時
之
利
益
」

の
下
句
第
二
字
が
了
祥
本
で
難
読
な
草
体
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
こ
の
箇
所

だ
け
で
な
く
、
河
記
広
版
に
よ
っ
て
養
楽
寺
本
を
復
元
し
、
そ
れ
を
同
系
統
の
田
版
と
別
系

統
の
浄
教
寺
本
と
比
較
す
る
と
、
了
祥
本
に
は
判
読
困
難
な
草
体
が
多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
推

定
さ
れ
る
。
で
は
、
何
故
同
本
に
は
判
読
困
難
な
草
体
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

養
楽
寺
本
に
は
、
親
本
で
あ
る
了
祥
本
の
次
の
よ
う
な
奥
書
と
識
語
が
写
さ
れ
て
い
た
と

い
う
（
傍
記
引
用
者
）。

文
化
十
年
癸
酉
夏
、
在w

高
倉
学
黌q

書カ

、
了
明
雪
光
謹
騰謄

カ-w

写
之z

此
書
、
洛
陽
小
川
西
福
精
舎
之
什
物
、
光
恩遠

カ

院
空
公
之
遺
書
也
。
文
化
第
十
癸
酉
夏
安

居
之
時
、
令e

了
明
騰謄

カ-w

写
之a

以
納w

当
寺
之
宝
庫q

者
也
云
爾
。

禿
子

了
祥
誌

こ
の
書
は
洛
陽
小
川
西
福
寺
の
什
物
で
あ
り
、
光
遠
院
恵
空
の
遺
書
だ
。
文
化
十
年
（
1
8
1

3
）
の
夏
安
居
の
時
、
自
分
了
祥
が
了
明
雪
光
に
謄
写
さ
せ
た
、
と
。
了
祥
は
同
年
に
廿
六

歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
た
め
、
了
明
は
弟
子
で
な
く
法
弟
で
あ
ろ
う
か
。

了
祥
は
同
派
の
先
徳
で
あ
る
恵
空
を
「
空
公
」
と
敬
称
し
て
お
り
、
了
明
も
ま
た
謹
ん
で

謄
写
し
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
西
福
寺
本
が
易
読
な
楷
体
ま
た
は
行
体
だ
っ
た
も
の
の
了

祥
本
で
は
難
読
な
草
体
に
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
西
福
寺
本
が
す
で
に
難
読
な
草
体

だ
っ
た
か
ら
そ
れ
を
謹
写
し
た
了
祥
本
も
ま
た
難
読
な
草
体
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。広

川
は
、
こ
の
西
福
寺
本
が
す
な
わ
ち
恵
空
本
だ
っ
た
と
す
る１
。
し
か
し
、
広
川
説
に
は

少
な
く
と
も
二
つ
の
不
審
が
あ
る
。
第
一
に
、
恵
空
本
は
恵
空
が
発
見
し
た
古
体
本
『
要
決
』

を
書
写
二
校
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
養
楽
寺
本
の
本
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
二
度

も
校
合
し
た
成
果
で
あ
る
恵
空
本
が
難
読
な
草
体
だ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

第
二
に
、
恵
空
は
延
宝
八
年
（
1
6
8
0
）
に
門
徒
か
ら
請
わ
れ
て
西
福
寺
に
入
り
、
元

禄
五
年
（
9
2
）
に
同
寺
を
辞
し
た
と
い
う２
。
そ
し
て
恵
空
が
古
体
本
を
発
見
し
た
の
は
、

四
年
後
の
九
年
で
あ
る
（『
選
択
集
叢
林
記
』
追
記
）。
恵
空
の
所
持
本
が
す
で
に
辞
去
し
て
い

た
西
福
寺
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
の
た
め
、
西
福
寺
本
は
恵
空
本
を
難
読

な
草
体
で
書
写
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る３
。

で
は
、
浄
教
寺
本
の
親
本
は
恵
空
本
と
西
福
寺
本
の
何
れ
で
あ
ろ
う
か
。
浄
教
寺
本
は
誤

字
脱
字
倒
文
が
了
祥
系
統
本
と
比
べ
て
少
な
く
、
字
体
は
楷
行
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
西
福

寺
本
よ
り
良
質
の
恵
空
本
が
親
本
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
だ
が
、
浄
教
寺
本
に

は
親
本
の
草
体
を
誤
認
し
た
ら
し
き
箇
所
も
僅
か
に
存
す
る
。
第
五
決
で
末
書
を
「
未
盡
」

に
誤
り
、
第
七
決
で
急
を
「

」
に
誤
り
、
第
九
決
で
目
足
を
「
自
寶
」
に
誤
っ
て
い
る
こ

と
は
、
浄
教
寺
本
が
親
本
の
字
形
を
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
も
の
で
な
く
、
親
本
の
草
体
を
楷

行
体
に
改
め
つ
つ
転
写
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

浄
教
寺
は
、
恵
空
が
『
要
決
』
古
体
本
を
発
見
す
る
以
前
か
ら
浄
土
宗
で
あ
り
、
知
恩
院

の
京
都
門
中
十
九
箇
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
浄
土
宗
の
浄
教
寺
蔵
本
の
底
本
が
真
宗
大
谷
派

の
西
福
寺
蔵
本
だ
と
は
考
え
難
い
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
両
寺
は
と
も
に
洛
中
に
あ
っ

て
直
線
で
一
粁
ほ
ど
の
距
離
で
あ
り
、
ま
た
浄
土
宗
の
義
山
良
照
と
真
宗
大
谷
派
の
恵
空
が

互
い
に
貴
書
を
貸
借
授
受
し
て
い
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宗
派
の
異
な
り
を
越

え
て
浄
教
寺
僧
が
西
福
寺
本
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
く
な
い
。

こ
の
推
測
に
よ
っ
て
、
浄
教
寺
本
『
要
決
』
の
大
尾
に
撰
号
ら
し
き
「
源
智
」
二
字
が
あ

り
書
写
奥
書
が
な
い
こ
と
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
黒
川
道
祐
『
雍
州
府
志
』
巻
第
四

寺
院
門
上
愛
宕
郡
（
天
和
二
年
﹇
1
6
8
2
﹈
起
筆
、
貞
享
三
年
﹇
1
6
8
6
﹈
刊
行
）
は
、
浄
教
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寺
は
平
安
末
期
に
平
重
盛
の
開
基
し
た
燈
籠
堂
が
後
世
移
転
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
す
る
。
ま

た
普
陀
峰
牛
隠
『
浄
教
寺
縁
起
』（
元
禄
七
年
﹇
1
6
9
4
﹈
成
立
）
は
、「
洛
陽
多
聞
山
浄
教

寺
者
、
人
皇
八
十
代

高
倉
御
宇
、
平
氏
重
盛
公
所w

靱剏
カ

建q

之
燈
籠
堂
也
」
と
い
う
。
重
盛

の
開
基
と
さ
れ
る
浄
教
寺
の
僧
は
、
そ
の
孫
源
智
の
『
要
決
』
写
本
が
西
福
寺
に
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
こ
れ
を
書
写
し
た
が
、
親
本
が
真
宗
寺
院
の
蔵
書
だ
と
明
か
す
こ
と
を
憚
っ
て
書

写
奥
書
せ
ず
、
し
か
し
西
福
寺
本
の
恵
空
本
奥
書
に
あ
っ
た
「
義
山
云
、「
コ
ノ
作
者
ハ
勢

観
房
ナ
ル
ヘ
シ
」
ト
」
な
ど
に
よ
っ
て
撰
号
「
源
智
」
二
字
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

浄
教
寺
本
と
了
祥
本
が
と
も
に
西
福
寺
本
の
写
本
だ
と
す
る
と
、
誤
写
が
前
者
に
少
な
く

後
者
に
多
い
の
は
、
書
写
者
の
鑑
識
の
優
劣
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
了
祥
は
後
に
学
僧
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
前
述
の
如
く
西
福
寺
本
を
書
写
さ
せ
た
文
化
十
年
当
時
は

廿
六
歳
で
あ
り
、
謄
写
を
担
当
し
た
了
明
は
よ
り
若
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
如
何
に
謹
厳
に
写

し
た
と
は
言
え
、
難
読
な
草
体
の
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
西
福
寺
本
を
十
分
に
読
解
で
き
ず
、

た
だ
草
体
の
字
形
を
模
写
し
た
だ
け
の
箇
所
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
怪
し
む
に

足
ら
な
い
。

第
三
項

諸
本
の
音
通
誤
写

漢
文
の
書
写
で
は
通
常
、
字
形
を
書
写
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
数
千
字
の
漢
文
の
書

写
で
一
画
を
写
す
毎
に
親
本
の
字
形
を
確
認
す
る
こ
と
は
労
が
多
く
、
親
本
の
字
を
見
て
そ

の
音
な
り
訓
な
り
を
心
中
に
念
じ
つ
つ
写
す
と
い
う
こ
と
も
生
じ
得
る
。
そ
の
た
め
、
伝
写

過
程
で
「
忘
教
大
旨
歟
」（
第
七
決
）
の
「
教
」
を
田
版
は
「
経
」
に
誤
り
、
ま
た
「
未
難
此

集
」（
第
八
決
）
の
「
集
」
を
田
版
は
「
宗
」
に
誤
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
キ
ョ
ウ
（
厳
密
に
は
キ
ヤ
ウ
と
ケ
ウ
）
と
シ
ュ
ウ
（
厳
密
に
は
シ
ユ

ウ
と
シ
フ
）
で
音
通
す
る
。

音
通
誤
写
は
字
形
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
一
字
と
一
字
を
対
校
す
れ
ば
誤
写
で
あ
る
こ

と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
数
千
字
と
数
千
字
を
対
校
す
れ
ば
検
出
さ
れ
難
く
な
り
、

況
し
て
対
校
を
怠
れ
ば
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
し
ま
う
。

浄
教
寺
本
と
了
祥
系
統
本
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
誤
字
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
西
福
寺

本
の
草
体
誤
読
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
数
箇
所
だ
け
形
似
で
な
く

音
通
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
誤
字
が
あ
る
。
第
五
決
の
「
肝
涙
」
と
第
八
決
の
「
心
手
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
感
涙
と
信
手
の
音
通
誤
写
で
あ
ろ
う
。
了
祥
系
統
本
だ
け
で
な
く
浄
教
寺
本
で
も

「
肝
」「
心
」
に
作
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
共
通
祖
本
で
あ
る
西
福
寺
本
に
す
で
に
あ
っ

た
音
通
誤
写
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
九
決
で
、
浄
教
寺
本
は
「
浄
果
忽
萌
、
聖
果
已
隣
」
に
作
り
、
田
版
広
版
は
「
浄
業
忽

萌
、
聖
果
已
隣
」
に
作
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
上
句
第
二
字
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

西
福
寺
本
で
浄
華
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
浄
教
寺
本
は
「
浄
果
」
に
音
通
誤
写
し
、
了
祥

本
は
草
体
の
近
い
「
浄
業
」
に
形
似
誤
写
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

註本
付
録
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
次
の
如
し
。
引
用
で
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍

記
、
括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。

養
楽
寺
本
『
選
択
要
決
』
…
広
川
堯
敏
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
二
）

│
│
そ
の
書
誌
学
的
検
討
│
│
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
仏
教
学
部
文
学
部
』
七
三
、
1
9
8
8
）。『
浄

教
寺
縁
起
』
…
小
林
円
達
『
燈
籠
堂
浄
教
寺
』（
燈
籠
堂
浄
教
寺
、
1
9
3
5
）。

（
1
）
広
川
堯
敏
「『
選
択
要
決
』
の
書
誌
学
的
研
究
」（
第
二
篇
第
一
章
、
初
出
1
9
8
8
）、『
鎌
倉

浄
土
教
の
研
究
』、
文
化
書
院
、
2
0
1
4
、
一
八
五
頁
。

（
2
）
経
隆
優
「
光
遠
院
恵
空
講
師
略
年
譜
」（『
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
紀
要
』
二
、
1
9

8
4
）
参
照
。

（
3
）
恵
空
は
西
福
寺
を
辞
し
て
も
同
寺
と
絶
縁
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
明
和
六
年
（
1
7
6
9
）
に
西

福
寺
恵
敞
が
筆
削
し
た
西
蓮
寺
恵
暁
『
得
岸
和
上
一
期
記
』
に
よ
る
と
、
恵
空
は
西
福
寺
を
辞
し
た

時
に
同
寺
を
法
嗣
に
譲
っ
た
と
い
う
（
桑
谷
観
宇
「
西
福
寺
恵
敞
講
師
の
研
究
」﹇『
宗
学
研
究
』
一

三
、
1
9
3
6
、
五
九
、
九
〇
頁
﹈
参
照
）。
そ
の
た
め
西
福
寺
本
『
要
決
』
は
恵
空
本
の
写
本
で

あ
り
、
西
福
寺
僧
が
恵
空
本
の
写
本
を
入
手
し
た
か
、
ま
た
は
恵
空
本
の
写
本
を
持
っ
て
い
た
者
が

西
福
寺
に
入
っ
た
か
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。

付
記

本
稿
は
、
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
C
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




